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　教授 安部　誠治
　ઐ໳෼໺　ެӹࣄ業࿦ɼަ௨੓ࡦ࿦ɼނࣄ๷ࢭ࿦



（学歴）
1952年 5 月28日 ੜ·Εݝޱࢁ

1971年 3 月31日 ௨Պීߍ౳ֶߴޱࢁཱݝޱࢁ ଔ業

1971年 4 月 1 日 େޠࠃ֎ࡕେֶ֎ֶޠࠃ部ʢݱ　େࡕେֶ֎ֶޠࠃ部ʣϑϥϯεֶޠՊ ೖֶ

1976年 3 月31日 େޠࠃ֎ࡕେֶ֎ֶޠࠃ部ϑϥϯεֶޠՊ ଔ業

1976年 4 月 1 日 େཱࢢࡕେֶେֶӃʢݱ　େཱެࡕେֶେֶӃʣܦӦֶ研究Պલظത࢜՝ఔ ೖֶ

1978年 3 月31日 େཱࢢࡕେֶେֶӃܦӦֶ研究Պલظത࢜՝ఔ मྃ

1978年 4 月 1 日 େཱࢢࡕେֶେֶӃܦӦֶ研究Պظޙത࢜՝ఔ ೖֶ

1979年 9 月30日 େཱࢢࡕେֶେֶӃܦӦֶ研究Պظޙത࢜՝ఔ ֶٳ

ύϦୈ��େֶෟଐଟࠃ੶ا業研究ηϯλʔ研究ੜʢ೔ຊࡍࠃ教ҭڠձ೿ݣʣ

1980年10月 1 日 େཱࢢࡕେֶେֶӃܦӦֶ研究Պظޙത࢜՝ఔ ù೥࣍෮ֶ

1981年 3 月31日 େཱࢢࡕେֶେֶӃܦӦֶ研究Պظޙത࢜՝ఔ த్ୀֶ

（職歴）
1981年 4 月 1 日 େཱࢢࡕେֶ঎ֶ部ॿख

1982年10月 1 日 େཱࢢࡕେֶ঎ֶ部ઐ೚ࢣߨ

1985年10月 1 日 େཱࢢࡕେֶ঎ֶ部ॿ教授

1993年 3 月 1 日 େཱࢢࡕେֶ঎ֶ部　ୀ৬

1993年 4 月 1 日 ؔ੢େֶ঎ֶ部ॿ教授

1994年 4 月 1 日 ؔ੢େֶ঎ֶ部教授

େֶӃ঎ֶ研究Պത࢜՝ఔظޙ՝ఔ୲౰ʢ����೥ û ݄ʙʣ

2010年 4 月 1 日 ؔ੢େֶࣾձ安શֶ部教授

େֶӃࣾձ安શ研究Պम࢜՝ఔ։ઃʹ൐͍จ部Պֶল.˓߸ʢ����೥��݄ʣ

େֶӃࣾձ安શ研究Պظޙ՝ఔ։ઃʹ൐͍จ部Պֶল%˓߸ʢ����೥��݄ʣ

（非常勤講師歴）
����೥Ȃ����೥౓ େࡁܦࡕେֶܦӦֶ部

����೥౓ౙूظத ஌େֶਓจֶ部ߴ

����೥Ȃ����೥౓ େ࢈ࡕ業େֶܦӦֶ部

����೥౓ େཱࢢࡕେֶ঎ֶ部

����೥Նूظத ௕࡚େֶֶࡁܦ部

����೥ Ā ݄ूத మಓ෺ྲֶྀ部ߍɾ΢ιϯେֶࠃؖ

（在外研究）

����೥ ù ݄ ϝΩγίट౎ࣗ治େֶܦӦֶ部٬һ研究һʢେཱࢢࡕେֶ೿ݣ　 úΧ݄ʣ

����೥ ü ݄ ύϦୈ��େֶଟࠃ੶ا業研究ηϯμʔ研究һʢେཱࢢࡕେֶ೿ݣ　 ùΧ݄ʣ

����೥��݄ ϧʔόϯΧτϦοΫେֶֶࡁܦ部ަ׵研究һʢؔ੢େֶަ׵೿ݣ研究ऀ　 úΧ݄ؒʣ

����೥ û ݄ ι΢ϧࢢ੓։ൃ研究Ӄ౎ަࢢ௨部টᡈ教授ʢؔ੢େֶ೿ࡏݣ֎研究һ　 ø೥ؒʣ

（賞罰）
����೥ ೔ຊϦεΫϚωδϝϯτֶձ༏लஶ࡞৆　ର৅ஶ࡞ɿ؂ஶʰమಓނࣄͷൃ࠶๷ࢭΛٻΊͯʕ೔ถ

ӳͷނࣄௐ੍ࠪ౓ͷ研究ʕʱ೔ຊࡁܦධ࿦ࣾɼ����೥ɽ
����೥��݄ ୈ ý ճమಓ՟෺ৼڵ঑ྭ৆༏ल৆ʢཥ༰૬ࢯͱڞಉड৆ʣର৅࿦จɿཥ༰૬ɾ安部誠治ʮ೔ຊ

ͷమಓ՟෺༌ૹͷݱঢ়ͱ՝୊ʯh ؔ੢େֶ঎ֶ࿦ू ʢɦؔ੢େֶ঎ֶձʣୈר��ୈ ø ߸ɾୈ ù ߸ɼ
����೥ɽ

����೥��݄ ೔ຊަ௨ֶձ৆ʢଠా࿨തࢯΒͱڞಉड৆ʣର৅ஶ࡞ɿh ૯߹研究　೔ຊͷλΫγʔ࢈業ɿݱঢ়
ͱվֵʹ͚ͯ޲ͷ෼ੳʱܚጯٛक़େֶग़൛ձɼ����೥ɽ

����೥ û ݄ จ部ՊֶେਉදজɾՊֶٕज़৆ʢނࣄ๷ࢭͱ安શ্޲ͷͨΊͷ安શ஌ͷମܥԽͱཧղ૿ਐʣ
����೥ ü ݄ ؔ੢େֶ৬һޭ࿑৆
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研　究　業　績

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

（著　書）

1 ʰ౎ࢢͱ஍Ҭͷަ௨໰୊ʕͦͷݱঢ়ͱ੓ࡦ՝୊ʱ 編著 1993年 自治体研究社 282頁

2 ʰమಓނࣄͷൃ࠶๷ࢭΛٻΊͯʕ೔ถӳͷނࣄௐ੍ࠪ౓ͷ研究ʕʱ 監著 1998年 ೔ຊࡁܦධ࿦ࣾ ùÿþท

3 ʰ৽װઢ͕ةͳ͍ �ʱ 単著 2000年 ੈքॻӃ ùú÷ท

4 ʰ౎ࢢɾաૄ஍Ҭͷੑ׆Խͱަ௨ͷ࠶ੜʱ 編著 2010年 ੒ࢁಊॻళ ùúøทɼ߳ ઒ਖ਼ढ़ɼᖒ࢘ت
࿠ɼ೔ൺ໺ਖ਼ݾ

5 ʰ෱ౡނࣄൃݪ͸ͳ͔ͥͨͬ͜ىʱ 共著 2013年 ஊࣾߨ ù÷þทɼാଜ༸ଠ࿠ɼ෵্
ਖ਼࿕

6 ʰ౿੾ނࣄ͸ͳͥͳ͘ͳΒͳ͍͔ʱ 編著 2015年 จ研ߴ ù÷þท

7
┘┬┩ⓤ⓶⓴⓵⓵ⓤ┊┹┯┹┷┬┭┱┥ⓤ┒┹┧┰┩┥┶ⓤ└┳┻┩┶ⓤ
└┰┥┲┸ⓤ┅┧┧┭┨┩┲┸⓾ⓤ┌┳┻ⓤ┥┲┨ⓤ┛┬┽ⓤ┭┸ⓤ
┌┥┴┴┩┲┩┨

共著 2015年 Woodhead Publishing, Cambridge

pp. 201. Yotaro 
Hatamura, Masato 
Fuchigamu & Naoto 
Kasahara

（分担執筆諸書）
1 ʮϑϥϯεެا業ͷಛ࣭ʯ 単著 1982年 『公企業の国際比較』儀我壮一郎編，青木書店 73－91頁

2
ʮϑϥϯεʹ͓͚ΔຽओతվֵͷࢼΈ
ʕϛοςϥϯ੓ݖͱͦͷվֵ੓ࡦͷ
ʕʯ౼ݕ

単著 1984年 『現代経済における競争と規制』平井都士夫他
編，法律文化社 323－349頁

3
ʮަ௨ݖʹ΋ͱͮ͘ެަڞ௨࠶ੜͷࢼ
Έʕࠃ಺ަ௨جຊ๏ͷ੍ఆͱϑϥϯ
εͷࠃమվֵʕʯ

単著 1986年 『交通権―現代社会の移動の権利―』交通
権学会編，日本経済評論社 233－258頁

4 ʮେࡕΨεʯ 単著 1988年 『阪神工業地帯―過去・現在・未来―』河
野通博・加藤邦興編，法律文化社 159－178頁

5 ʮ෼ׂɾຽӦԽ੓ࡦͷΞΩϨεᡲʕࠃమਗ਼ࣄࢉ業ஂͱෛ࠴໰୊ʯ 単著 1990年 『行政改革への提言』第 1 巻，東銀座出版 340－349頁

6 ʮװઢަ௨ʯ 単著 1992年 『交通政策と公共性』清水義汎編，日本評論社 30－42頁
7 ʮྟௐͱࠃమʰ෼ׂɾຽӦԽ ʯɦ 単著 1992年 同上所収 123－143頁
8 ʮ੢Ԥॾࠃͷࠃమվֵͷ৽ಈ޲ʯ 単著 1992年 同上所収 224－251頁

9 ʮެڞαʔϏεڅڙͱ஍ํࣗ治ମվֵʯ 単著 1992年 『現代の地方自治と公私混合体（第三セクタ
ー）』宮本憲一編，自治体研究社 70－88頁

10 ʮࠃమ෼ׂɾຽӦԽͱ+3ܦӦͷ՝୊ʯ 単著 1993年 『現代の交通政策を問う』平井都士夫・柴田悦
子編，法律文化社 25－47頁

11 ʮࣗ༝࣌ؒߦಈͱަ௨ʯ 単著 1999年 『交通権憲章―21世紀の豊かな交通への提
言』交通権学会編，日本経済評論社 68－70頁

12 ʮϑϥϯεͷࠃ಺ަ௨جຊ๏ͱަ௨ݖͷ઴ਐత࣮ݱʯ 単著 1999年 同上所収 136－138頁

13 ʮమಓࣄ業ʯ 単著 2004年 『ネットワーク・ビジネスの新展開』ネットワ
ーク・ビジネス研究会編，八千代出版 215－240頁

14 ʮమಓࣄ業ͷݱঢ়ͱܦӦܗଶͷมભʢؖޠࠃʣʯ 単著 2004年
『日本の鉄道投資の拡大戦略に関する調査分
析研究（韓国語）』容李相編，韓国鉄道技術研
究院

10－18頁

15 ʮమಓͷ安શʢؖޠࠃʣʯ 単著 2004年 ಉ্ॴऩ øüþ－øþ÷ท

16 ʮ/10ͷ໾ׂͱͦͷ՝୊ʯ 単著 2005年 『日本の公益事業　変革への挑戦』公益事業学
会編，白桃書房 254－266頁

17 ʮమಓࣄ業ͷݱঢ়ͱܦӦܗଶͷมભʢؖޠࠃʣʯ 単著 2005年 『日本の鉄道の歴史と発展』容李相編，Book 
Galley，ソウル 29－42頁

18 ʮమಓͷ安શʢؖޠࠃʣʯ 単著 2005年 同上所収 159－182頁

19 ʮ安৺ɾ安શΛٻΊͯʕࣾձ安શֶ部ɾࣾձ安શ研究Պͷ௅ઓʕʯ 単著 2010年 『安全・安心を科学する』関西大学社会安全学
部編，産経新聞出版 15－24頁
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著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

20
ʮଟൃ͢Δࣗવɾࣾձ֐ࡂʹඋ͑Λʕ
ʰࣾձ安શֶʱͷߏங͕ۓ٤ͷ՝୊
ʕʯ

単著 2010年 同上所収 29－32頁

21 ʮϥΠϑϥΠϯͷඃ֐ͱ෮چͷ՝୊ʕަ௨γεςϜΛத৺ʹʕʯ 共著 2012年 『検証　東日本大震災』関西大学社会安全学
部編，ミネルヴァ書房 99－118頁，西村弘

22 ʮނࣄௐ੍ࠪ౓ʕӡ༌ނࣄௐࠪΛத৺ʹʕʯ 単著 2013年 『事故防止のための社会安全学』関西大学社会
安全学部編，ミネルヴァ書房 201－224頁

23 ʮا業ͷࣾձత੹೚ͱফඅऀͷ安શʕύϩϚ౬෸ނࣄثͱͦͷ教܇ʕʯ 共著 2015年 『リスク管理のための社会安全学』関西大学社
会安全学部編，ミネルヴァ書房 47－66頁，小澤守

24 ʮྗࢠݪͷ安શͱ֐ࡂରԠʹؔ͢Δ๏ͱ੍౓ʯ 単著 2015年

『「国難」となる巨大災害に備える～東日本大
震災から得た教訓と知見～』災害対策全書別
冊，「国難」となる巨大災害に備える編集会議
編，ぎょうせい

76－79頁

25 ʮ֐ࡂྗࢠݪରࡦͱ஍ํࣗ治ମʯ 単著 2015年 同上所収 168－169頁
26 ʮ੓෎ͱ౦ྗిژͷ࣌ٸۓରԠʯ 単著 2015年 同上所収 244－247頁
27 ʮ෱ౡނࣄൃݪ͸Կͨͬ͜ىނͷ͔ʯ 単著 2015年 同上所収 260－263頁

28 ʮෳ߹֐ࡂͱ৽װઢɼۭߓɼίϯϏφʔτڊେނࣄ౳ʯ 共著 2015年 同上所収 542－545頁，室崎益輝

29 ʮϥΠϑϥΠϯͷ෮چɾ෮ڵͱ͞࢒Εͨ՝୊ʯ 共著 2016年 『東日本大震災　復興 5 年目の検証』関西大
学社会安全学部編，ミネルヴァ書房 71－92頁，西村弘

30 ʮ෱ౡୈҰނࣄൃݪͱྗࢠݪ安શ੍نʯ 共著 2016年 同上所収 333－352頁，小澤守

31 ʮ일본철도의 발전과 현황ʢ೔ຊͷమ
ಓͷگݱͱܦӦʣʯ 単著 2017年

『개정판 일본철도의 역사와 발전（増補改訂
版 日本の鉄道の歴史と発展）』李容相編，
Book Gallery，ソウル

26－38頁

32 ʮ철도의 안전（మಓͷ安શʣʯ 単著 2017年 同上所収 191－209頁

33 ʮλΫγʔࣄ業ͱ安શͷ֬อʯ 単著 2017年 『日本のタクシー産業』太田和博・青木亮・後
藤孝夫編，慶應義塾大学出版会 257－269頁

34 ʮӡ༌࢈業ͷ安શͱ࿑ಇ໰୊ʯ 単著 2017年 『日本労働年鑑第28集』法政大学大原社会問
題研究所 67－98頁

35 ʮຊॻͷ૯ׅͱ $07*%ȂøĀ֐ࡂͷల๬ʯ 単著 2022年 『検証　COVID－19災害』関西大学社会安全
学部編，ミネルヴァ書房 285－298頁

（教科書・ブックレット等）
1 ʰ೔ຊͷେ౎ݍࢢͷ౎ࢢమಓʱ 単著 2000年 研究院研究叢書（2000－pr－29） 全80頁

2 ʰΑ͘Θ͔Δݱ୅ܦӦʱ 分担 2004年 「よくわかる現代経営」編集委員会編，ミネル
ヴァ書房

全214頁．192－209頁
第 2 版（2009年）202，180
－197頁

3 ʰެަڞ௨͕ةͳ͍ʕ੍ن؇࿨ͱաີ࿑ಇʱ 編著 2005年 岩波ブックレット No. 665 全62頁

4 ʰަ௨جຊ๏Λ͑ߟΔʕਓͱڥ؀ʹ΍͍͞͠ަ௨ମܥΊͯ͟͠ʱ 分担 2011年 交通権学会編，かもがわ出版 全139頁．3－5，9－14，61
－67頁

5 ʰࣾձ安શֶೖ໳ʱ 分担 2018年 関西大学社会安全学部編，ミネルヴァ書房 全288頁．3－6，9－14，198
－200頁

6 ʰ૊৫േ͸ͳͥඞཁ͔ʱ 分担 2021年 組織罰を実現する会編，現代人文社 全87頁．GENJINブックレ
ット71，14－21頁

（翻訳書）

1 ʰൺֱެا業࿦ʱ 分担訳 1983年 『公企業の国際比較』教學社，ソウル（1982年
の韓国語訳書，青木書店）

儀我壮一郎編・安龍植ほ
か．57－71頁

2 ʰূݕ　౦೔ຊେ਒ࡂʱ 分担訳 2012年 関西大学社会安全学部編ミネルヴァ書房，
2012年の韓国語訳書

全464頁．高麗大学校日
本研究センター

3 안전신화의 붕괴（후쿠시마 원전사

고는 왜 일어났나），미세움
共役 2015年 『福島原発事故はなぜ起こったか』講談社，

2013年の韓国語訳書 全248頁

4
┘┌┉ⓤ┊┙┏┙┗┌┍┑┅ⓤ┅┒┈ⓤ┘┓┌┓┏┙ⓤ
┈┍┗┅┗┘┉┖⓾ⓤ┅ⓤ┖┩┺┭┩┻ⓤ ┳┪ⓤ ┸┬┩ⓤ ┊┭┺┩⓱
┝┩┥┶ⓤ┖┩┧┳┲┷┸┶┹┧┸┭┳┲ⓤ┉◎┳┶┸┷

分担訳 2018年

Faculty of Societal Safety Sciences （ed.）, 
Betterworth Heineman, Oxford （『検証　東
日本大震災』関西大学社会安全学部編，ミネ
ルヴァ書房，2012年の英訳書）

pp. 334. xvii－xix, pp. 71
－92, pp. 309－327
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安部 誠治教授　研究業績

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

5 ┗┧┭┩┲┧┩ⓤ┳┪ⓤ┗┳┧┭┩┸┥┰ⓤ┗┥┪┩┸┽ 編訳 2018年 Springer, （関西大学社会安全学部編『社会安
全学入門』の改訂英訳書）

Mamoru Osawa・
Yoshiaki Kawata （eds）

6 ʰ위험한 신칸센ʱ정보와 사람 全訳 2018年 BAE Gi-Mok 訳，ソウル（『新幹線が危ない』
世界書院，2000年の韓国語抄訳書） 122頁

（和訳書）

1 「第13章　1950年以降の国家の政策」 分担訳 1983年 5 月 『フランス現代経済史』F. キャロン著・原輝史
編訳，早稲田大学出版会 330－377頁

（論　文）

1 「フランス鉄鋼業における独占形成」 単著 1978年 9 月 『経営研究』第29巻第 3 号，大阪市立大学経営
研究会 145－159頁

2 「独占形成期のフランス鉄鋼業における
資本家諸団体」 単著 1978年12月 『大阪市大論集』第32号，大阪市立大学大学院 55－75頁

3 ʮϑϥϯεʹ͓͚Δమ߯ا業ͷެا߹ࠞࢲ業Խʯ 単著 1980年 5 月 『公営評論』公企業研究調査会 31－42頁

4 ʮઓޙϑϥϯεʹ͓͚Δا業ࠃ༗Խʹؔ͢ΔҰ࡯ߟʯ 単著 1981年 4 月 『大阪市大論集』第37号 1－18頁

5 ʮϑϥϯεެا業ͷۙ࠷ͷಈ޲ʯ 単著 1981年 5 月 『経営研究』第32巻第 1 号 61－75頁

6 ʮϞωɾϓϥϯͱϑϥϯεެا業ɾࠃ༗部໳ʢ্ʣʯ 単著 1981年 9 月 『経営研究』第32巻第 3 号 51－67頁

7 ʮϞωɾϓϥϯͱϑϥϯεެا業ɾࠃ༗部໳ʢԼʣʯ 単著 1981年11月 『経営研究』第32巻第 4 号 63－84頁

8 ʮϑϥϯεࢿຊओٛͱ࿑ಇ໰୊ʢ্ʣʯ 単著 1981年12月 『経済科学通信』第33号，基礎経済科学研究所
9 ʮϑϥϯεͷࢿຊओٛͱ࿑ಇ໰୊ʢԼʣʯ 単著 1982年 9 月 『経済科学通信』第36号，基礎経済科学研究所

10 ʮಠ઎ܗ੒ɾཱ֬ظʹ͓͚Δϑϥϯεమ߯業ʢøʣʯ 単著 1982年11月 『経営研究』第33巻第 4 号 49－68頁

11 ʮಠ઎ܗ੒ɾཱ֬ظʹ͓͚Δϑϥϯεమ߯業ʢùʣʯ 単著 1983年 3 月 『経営研究』第33巻第 5 ・ 6 号 191－212頁

12
ʮྟௐ࿏ઢԼͷࠃమ࠶ฤ੒ͷہݱ໘
ʕʰüĀɾùμΠϠվਖ਼ʱͱ՟෺༌ૹ
໰୊Λத৺ʹʕʯ

୯ஶ 1983年11月 ʰܦӦ研究ʱୈúûרୈû߸ ûüȂýû頁

13 ʮߴ౓ࡁܦ੒௕ظͷେࣜגࢩנࡕձࣾʯ 単著 1985年 5 月 『経営研究』第36巻第 1 号 21－44頁

14

ʮ୭ͷͨΊͷࠃమվֵ͔ʯ

単著 1985年 9 月

『労働法律旬報』第1127号，国鉄問題を考える
学者・法律家・文化人の会「国鉄の未来への
選択」

10－13頁

ʮࠃమͷܦӦܗଶΛΊ͙Δ໰୊఺ʯ 単著 26－34頁
ʮަ௨ݖͱʰࠃຽͷࠃమ ʯɦ 同上所収 99－101頁
ʮࠃຽͷࠃమΛͭ͘Δʹ͸ʯ 同上所収 105－107頁

15 ʮϑϥϯεࠃమͷ࠶ग़ൃ͚ͯ޲ʯ 単著 1985年10月 『労働法律旬報』第1129号 4－9頁

16 ʮࠃమh վֵ ๏ɦҊͰݐ࠶͸Մೳ͔ʕ
ʯ౼ݕమʰվֵʱؔ࿈๏Ҋͷ൷൑తࠃ 共著 1986年 6 月 『労働法律旬報』第1146号 4－13頁，桜井徹

17 ʮަ௨ֶݖձͷൃ଍ʯ 単著 1986年12月 『障害者問題研究』第47号，全国障害者問題研
究会 66－71頁

18 ʮެاڞ業ମ೔ຊࠃ༗మಓͷ੒ཱʹ͔Μ͢Δ֮ॻʯ 単著 1987年 1 月 『経営研究』第37巻 5 ・ 6 号，大阪市立大学経
営研究会 107－120頁

19 ʮøÿý÷Ȃøÿÿ÷೥୅ϑϥϯεʹ͓͚Δమಓݐઃͱమ߯業ʹؔ͢Δ֮ॻʯ 単著 1987年10月 『鉄道史学』第 5 号，鉄道史学会 63－73頁

20 ʮ+3ମ੍͸మಓͷະདྷΛ୓͍͔ͨʯ 単著 1989年 3 月 『賃金と社会保障』第1005号 4－10頁

21 ʠ1SJWBUJ[BUJPO� PG� +BQBOFTF� /BUJPOBM�3BJMXBZT�BOE� JUT�$POTFRVFODFTʡ 単著 1991年 1 月 『経営研究』第41巻 5 ・ 6 号 111－130頁

22 ʮެతࣄ業ͷʰຽӦԽ ʯɦ 単著 1991年10月 『都市問題研究』第43巻第10号，都市問題研究
会 41－55頁

23 ʮh మಓͱจԽʱংઆʕͦͷ෼ੳ֯ࢹ
ͱํ๏ΛΊ͙ͬͯʕʯ 単著 1991年10月 『鉄道史学』第10号 1－11頁

24 ʮݱ୅ࣾձͱަ௨ʯ 単著 1992年 7 月 『日本の科学者』Vol. 27，No. 7，日本科学者会
議 4－10頁



ʵ �� ʵ

ࣾձ安શֶ研究　ୈ �� ר

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

25 ʮλΫγʔࣄ業ͱ੓෎੍نʯ 単著 1994年 9 月 『公益事業研究』第46巻第 1 号，公益事業学会 133－147頁
26 「現代日本の交通問題（韓国語）」 単著 1996年 4 月 『緑色交通』特別号，社団法人緑色交通運動 1－20頁

27
“A Brief Survey of Railway and 
Aircraft Accidents in Japan and 
Investigations Thereof”

共著 1996年 6 月 『関西大学商学論集』第41巻第 2 号，関西大学
商学会

pp. 81－103，Sato 
Takemune

28 「交通問題分析序説」 単著 1997年 3 月 『大阪問題の基礎研究』（『研究双書』第101冊），
関西大学経済・政治研究所 1－17頁

29 「本州四国連絡橋公団の機能と財政」 単著 1997年 4 月 『商学論集』第42巻第 1 号，関西大学商学会 95－117頁

30 「鉄道事故調査制度のあり方に関する
試論」 単著 1997年12月 『商学論集』第42巻第 5 号 63－90頁

31 「規制緩和と公営交通事業」 単著 1998年12月号 『公営企業』公営企業金融公庫 2－8頁

32 「関西国際空港株式会社の現状と課
題」 単著 1999年 3 月 『大阪問題の研究』（『研究双書』第111冊），関

西大学経済・政治研究所 1－29頁

33 “Notes on the State of Subways in 
Tokyo” 単著 Mar. 2002 Kansai University Review of Business and 

Commerce, No. 4 pp. 1－11

34 「これからの地域交通と地方自治体の
責任」 単著 2003年 4 月 『運輸と経済』第63巻第 4 号，運輸調査局 16－25頁

35 「東アジアにおける高速鉄道建設と韓
国高速鉄道の展望」 共著 2003年12月 『運輸と経済』第63巻第12号 53－61頁，李容相

36 「日本の鉄道貨物輸送の現状と課題
（上）」 単著 2004年 4 月 『関西大学商学論集』第49巻第 1 号，関西大学

商学会 107－125頁，李容相

37 「日本の鉄道貨物輸送の現状と課題
（下）」 単著 2004年 6 月 『関西大学商学論集』第49巻第 2 号 131－141頁，李容相

38 「青函トンネルの経験と日韓海底トンネ
ル構想への示唆」 単著 2005年10月 『関西大学商学論集』第50巻第 3・4 号合併号 85－98頁

39 「JR福知山線事故の一考察」 単著 2005年12月 『都市問題研究』第57巻第12号，都市問題研究
会 47－61頁

40 「鉄道事故の現状と安全確保のための
制度」 単著 2006年 6 月 『ノモス』第18号，関西大学法学研究所 13－24頁

41 「湯沸し器事故に見るガス安全対策の
課題」 単著 2007年10月 『エネルギーフォーラム』No. 634 76－78頁

42 「デフレ経済下の運輸事業の規制緩和
と輸送の安全」 単著 2008年 2 月 『労働の科学』労働科学研究所 5－8頁

43 「規制緩和とタクシー産業」 単著 2008年12月 『関西大学商学論集』第53巻第 5 号 1－16頁

44 “Transport Accident Investigation 
Status and Issues” 単著 Apr. 2011 Journal of Disaster Research, Vol. 6, No. 2 pp. 185－192

45 「事故調査活動の意義と運輸安全委員
会の改革課題」 単著 2012年 4 月15日 『交通権』第29号，交通権学会 11－16頁

46 「『交通権』の意義とその必要性」 単著 2012年 6 月 『ITASS Review』Vol. 37，No. 1，国際交通安
全学会 14－22頁

47 「タクシー産業における労働と規制」 単著 2013年 5 月 『ITASS Review』Vol. 38，No. 1，国際交通安
全学会 33－40頁

48 「貸切バスの事故防止の課題」 単著 2013年 5 月 『運輸と経済』第791号 23－30頁

49 「JR北海道の連続不祥事と再生への課
題」 単著 2014年 6 月 『社会科学論集』第142号，埼玉大学経済学会 21－33頁

50 「国有鉄道における鉄道事故に関する
史的分析序説」 共著 2014年10月 『鉄道史学』第32号 31－47頁，吉田裕

51 「福島原発事故はなぜ起こったか」 単著 2014年冬 『環境と健康』Vol. 27，No. 4，体質研究会 491－500頁

53 「ヒューマンエラーに起因する鉄道事故
の防止に関する一考察」 共著 2015年 3 月 『公益事業研究』第66巻第 3 号 1－10頁，吉田裕

53 「北陸トンネル列車火災事故とその教訓」 共著 2015年12月 『鉄道史学』第33号 17－35頁，吉田裕

54 「タクシー事業における事故防止・安全
確保の課題」 単著 2018年 3 月 Journal of Society of Automotive Engineers 

of Japan, Vol. 72.3，自動車技術会 109－114頁

55 「鉄道の役割と地下鉄の安全を考える
―Osaka Metroの課題―」 単著 2018年 6 月 『都市と公共交通』大阪公共交通研究所 23－30頁



ʵ �� ʵ

安部 誠治教授　研究業績

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

56 「近代日本における海員審判の意義と
限界―船舶事故調査の視点から―」 共著 2018年 3 月 『社会安全学研究』第 8 号，関西大学社会安全

研究センター 19－42頁，大須賀英郎

57 「事故調査としての海難審判制度の実
証的研究」 共著 2019年 3 月 『公益事業研究』第70巻第 2 号 21－31頁，大須賀英郎

58 「信楽高原鉄道事故の教訓と鉄道の安
全」 共著 2020年 3 月 『社会安全学研究』Vol. 10，関西大学社会安全

研究センター 53－68頁，江木謙太

59 「バス事業における重大事故と安全マネ
ジメント」 共著 2021年 3 月 『社会安全学研究』Vol. 11，関西大学社会安全

研究センター 15－35頁，須和憲和

60 「地震発生時に望ましい情報提供のあ
り方に関する一考察」 共著 2021年 3 月 『交通学研究』第64号，日本交通学会 51－58頁，吉田裕

61 「バス事業における分社化の意義と限
界―安全管理の柵面を中心に―」 共著 2021年 3 月 『公益事業研究』第199号 9－21頁，須和憲和・吉田

裕・中井宏
62 「事故調査の意義と課題」 単著 2021年 4 月 『日本機械学会誌』第1229号，日本機械学会 30－35頁

63 「主要国の内航海運政策の動向とわが
国への示唆」 共著 2022年 3 月 『公益事業研究』第201号 59－67頁，竹本七海

（その他の論考・資料・インタビュー等）

1 ʮమಓ࠶ੜΛΊ͟͢ϑϥϯεͷࢼΈʯ 単著 1985年 『交通権　和歌山線はいま』割増運賃に反対し
和歌山線を守る住民の会 173－183頁

2 ʮاެ׭業࿦ʯ 単著 1985年 3 月 『研究のしおり1985年版』大阪市立大学商学
部経営研究会 57－61頁

3 ʮࠃమh վֵʱؔ ࿈๏Ҋͷ൷൑తݕ౼ʯ 単著 1986年 6 月 『青灯』No. 8，国鉄労働組合大阪地方本部 65－73頁

4 ʮถࠃʹΈΔ੍ن؇࿨੓ࡦͱͦͷ݁Ռʯ 単著 1988年11月号 『月刊 TGU』No. 286，全日本運輸一般労働組
合 20－24頁

5 ʮࠃమʰຽӦԽʱ࿦ͷ൷൑తݕ౼ʯ 単著 1985年11月 『監理委員会の国鉄再建案批判』国鉄労働組
合 27－33頁

6 ʮࠃమʰ෼ׂɾຽӦԽʱΛ໰͏ʯ 単著 1988年 2 月 『いまJR で何がおこっているか』国労ルポ集団
編，教育史料出版会 254－266頁

7 ʮ෼ཱɾຽӦମ੍Լͷ೔ຊͷަ௨ʕ૯ׅͱల๬ʯ 単著 1988年 『JRその光と陰 ―よみがえれ鉄路 ―』嶋田
俊男・伊藤俊男編，学習の友社 132－140頁

8 ʮถࠃʹΈΔ੍ن؇࿨੓ࡦͱͦ ͷ݁Ռʯ 単著 1989年 3 月 『運輸フォーラム』第 7 号，全運輸省労働組合 18－21頁
9 ʮӡ༌࢈業ͷ੍ن؇࿨໰୊ʯ 単著 1990年 7 月 『交通と労働』No. 6，交通と労働研究会 10－13頁
10 ಛผఞஊʮަ௨ӡ༌੓ࡦΛ໰͏ʯ 単著 1991年 3 月 『運輸フォーラム』第10号，全運輸省労働組合 5－23頁

11 ʮ෼ׂɾຽӦԽͷ࢛೥ؒΛ͢ূݕΔʯ 単著 1991年 7 月 『いま，JR が危ない』全国労働組合総連合ブッ
クレット 4－23頁

12 ʮ+3ͷܦӦ໰୊ͱ্ࣜג৔ʗͦͯ͠安શ໰୊ʯ 単著 1991年12月 『第 4 回　運転職場全国交流会報告集』国鉄
労働組合 10－30頁

13 ʮୈೋ࣍ަ௨ઓ૪ʯ 単著 1993年 3 月 『CORE ― 研究・教育共同体をめざして』大
阪市立大学経営学会 1－3頁

14 ʮλΫγʔӡ௞੍౓ͷ͋ΓํΛΊ͙ͬ ͯʯ 単著 1993年 5 月 『消費者ネットワーク』No. 34，全国消費者団体
連絡会 43－48頁

15 ʮӡ੓৹౴ਃʢޙࠓͷλΫγʔࣄ業ͷ͋Γํʹ͍ͭͯʣΛಡΉʯ 単著 1993年 7 月 『消費者ネットワーク』No. 35，全国消費者団体
連絡会 21－23頁

16 ʮΠλϦΞͷλΫγʔجຊ๏ʯ 単著 1993年 9 月 9 日 『Tramondo』第3077号，トラモンド社 33頁
17 ʮλΫγʔɾαʔϏεߟʯ 単著 1993年 9 月23日 『Tramondo』第3081号 25頁
18 ʮ෱ࢱλΫγʔɾαʔϏεʯ 単著 1993年10月11日 『Tramondo』第3085号 33頁
19 ʮ೓೔ࢢ·Ͱýສþ÷÷÷ԁʯ 単著 1993年10月25日 『Tramondo』第3089号 25頁
20 ʮυϥΠόʔͷۈ຿ܗଶʯ 単著 1993年11月 8 日 『Tramondo』第3093号 33頁
21 ʮλΫγʔͷར༻ऀʯ 単著 1993年11月22日 『Tramondo』第3093号 33頁
22 ʮ੍ن؇࿨ΛΊ͙ͬͯʯ 単著 1993年12月 9 日 『Tramondo』第3093号 33頁
23 ʮࢢ৔৴ڼ΁ͷٙ໰ʯ 単著 1993年12月23日 『Tramondo』第3093号 33頁

24 ʮ·ͪͮ͘Γͱަ௨ʕՏ಺௕໺Λ͜Μͳ֗ʹʕʯ 単著 1994年 3 月 『平成 5 年度市商連研修会報告書』長野商店
街協同組合 1－16頁

25 ʮರլ΁৽շ଎ిंΛᶄʕੜަ׆௨ॆ࣮ͷͨΊʹʯ 単著 1994年 6 月 『人間ネットワーク』No. 44，福井放送 32－41頁



ʵ �� ʵ

ࣾձ安શֶ研究　ୈ �� ר

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

26 ஊձʮҰൠ教ҭͱઐ໳教ҭʯ࠲ 単著 1995年 9 月 『研究センタｰ報』関西大学一般教育等研究セ
ンター 33－59頁

27 ʮ໰͍ͱ౴͑　ࠃچమͷ੺ࣈ͸ʁʯ 単著 1996年 8 月号 『経済』 175－177頁
28 ʮh େ௩ֶ࢙ʱͱࢲʯ 単著 1996年12月 『葦』No. 105，関西大学教育講演会
29 ʮ૖େͳλΫγʔ࣮ݧ͸ٙ໰ʯ 単著 1997年 5 月 『はばたき21』Vol. 6，六翔グループ社 16－17頁
30 ʮλΫγʔαʔϏεͷجຊ৚݅ʯ 単著 1997年 9 月 『はばたき21』Vol. 8 16－17頁

31 ʮϞϊΛେ੾ʹɼ௕͘޲ํ͏࢖ʹస͠׵Α͏ʯ 単著 1998年 3 月 『世論時報』1998年 3 月号，世論時報社

32 ʮࣗಈंͱਓؒࣾձʯ 単著 1998年 5 月 『はばたき21』Vol. 12 10－11頁
33 ʮ໰ΘΕΔࣄ業ऀͷ֨ࢿͱ࣭ࢿʯ 単著 1998年 5 月 『はばたき21』Vol. 14 10－11頁
34 ʮϩʔΧϧަ௨ͱࣗ治ମ੓ࡦʯ 単著 1998年 5 月号 『住民と自治』自治体問題研究所 12－17頁
35 ʮ੍ن؇࿨ͱమಓࣄ業ʯ 単著 1998年 9 月 『国労文化』1998年 9 月号，国鉄労働組合
36 ʮλΫγʔӡసखͷ্޲࣭ࢿΛʯ 単著 1999年 1 月 『はばたき21』Vol. 16 10－11頁
37 ʮమಓࣄ業๏ͷվਖ਼ΛಡΉʯ 単著 1999年 5 月 『はばたき21』Vol. 18 10－11頁
38 ʮ݄ࠓͷ૪఺　మಓࣄ業๏վਖ਼ʯ 単著 1999年 6 月 『住民と自治』1999年 6 月号 80－81頁

39 ʮ೔ຊʹ͓͚Δӡ༌ނࣄௐࠪͷݱঢ়ͱ໰୊఺ʯ 単著 2000年 1 月 『事故調査制度に関する国際比較シンポジウム
報告書』鉄道安全推進会議 31－38頁

40 ʮࢁཅ৽װઢͷ࿈ଓτϯωϧނࣄΛΊ͙ͬͯʯ 単著 2000年 1 月 『はばたき21』Vol. 22 12－13頁

41 ʮೆ๺ே઱౷ҰϜʔυͷι΢ϧ͔Βʯ 単著 2000年11月 『住民と自治』2000年11月号 68－71頁

42 ΠϯλϏϡʔʮ৽ͨͳਓݖ　ަ௨ݖʯ 単著 2001年 1 月 『緑色交通運動』2001年 1 月号，社団法人緑
色交通運動，ソウル 66－67頁（韓国語）

43 ʮι΢ϧ౎ަࢢ௨ʹؔ͢Δࡍࠃൺֱ研究ʯ 単著 2001年 3 月 『2000年度　研究報告』ソウル市政開発研究
院，韓国語 550－557頁

44 ʮ੍ن؇࿨ͱࠃຽͷʰ安શ ʯɦ 単著 2002年 5 月
『市民がつくる21世紀の日本国憲法』青年法律
家協会大阪支部・自由法曹団大阪支部・民主
法律協会編，かもがわ出版

143－168頁

45 ʮh ౎ަࢢ௨͔Βͨݟ๛தࢢͷ੓ࡦ՝
୊ʱʹؔ͢Δίϝϯτʯ 単著 2003年 3 月

『都市交通から見た豊中市の政策課題―自治
体で考える地域交通政策の必要性―』豊中
市政研究所

31－33頁

46
ΠϯλϏϡʔʮ౎ަࢢ௨ͷҐஔ෇͚
Λ֬࠶ೝ͠ͲΜͳαʔϏεΛఏ͢ڙΔ
͔ʯ

単著 2003年 4 月 『大阪タクシー協会報』第33巻第 4 号，大阪タ
クシー協会 1－5頁

47 ʮ஍Ҭৼڵͱమಓʯ 単著 2003年 6 月 『鉄道存続のまちサミットIN かつやま』地方鉄
道会議 6－17頁

48 ৽य़ఞஊʮ৽࣌୅ͷλΫγʔΛٻΊͯʯ 共著 2004年 1 月 『交通界21』交通界 112－123頁
49 ఞஊʮ੍ن؇࿨࣌୅ͷޫͱӨ　લฤʯ 共著 2004年 8 月 『交通界21』No. 90，「後編」No. 91 12－15，24－25頁

50 ʮੜަ׆௨ͱ஍ํࣗ治ମͷ໾ׂʯ 単著 2004年12月 『どうする？ 鉄道の未来』鉄道まちづくり会議
編，緑風出版 96－99頁

51 ΠϯλϏϡʔʮ೔ຊͷλΫγʔ͸ຊ
౰ʹ͍ߴͷ͔ʁʢલฤʣʯ 単著 2004年12月 『交通界21』2004年12月13・20日合併号 15－17頁

52 ΠϯλϏϡʔʮ೔ຊͷλΫγʔ͸ຊ
౰ʹ͍ߴͷ͔ʁʢޙฤʣʯ 単著 2004年12月 『交通界21』2004年12月27日号 24－25頁

53
ʠ"/5*�&"35)26",&�.&"463&4�
'03�5)&�4)*/,"/4&/�ʢ#6--&5�
53"*/ʣʡ

単著 Jan. 2005
Lessons from the Great Hanshin Earth-
quake, Creates-Kamogawa Publishers, 
Kyoto

pp. 60－63, SHIOZAKI 
Yoshimitsu, NISHIKAWA 
Eiichi, DEGUCHI 
Toshikazu （eds.）

54 ʮ৽װઢ͸௚Լܕେ஍਒ʹඋ͑Αʯ 単著 2005年 1 月
『大震災10年と災害列島』塩崎賢明・西川榮
一・出口俊一・兵庫県震災復興研究センター
編，クリエイツかもがわ

246－247頁

55 ΠϯλϏϡʔʮλΫγʔʹ੍ن؇࿨
͸ͳ͡·ͳ͍ʯ 単著 2005年 1 月 『交通界21』新年特別号 121－127頁

56 ʮ͍·ι΢ϧ͕͓΋͠Ζ͍ʯ 単著 2005年 4 月 『交通権』第22号，交通権学会 2－3頁

57 ΠϯλϏϡʔʮ+3੢೔ຊిं୤ઢࣄ
૝ʯࢥ୅஗Εͷ安શ࣌ʹܠഎ　ނ 単著 2005年 5 月20日 『連合通信』No. 945，特信版 2頁



ʵ �� ʵ

安部 誠治教授　研究業績

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

58 ʮେࡕͷλΫγʔ໌ͯͦ͠ࠓ೔ᶅʯ 単著 2005年 8 月19日 『毎日新聞』大阪本社版
59 ʮେࡕͷλΫγʔ໌ͯͦ͠ࠓ೔ᶆʯ 単著 2005年 8 月26日 『毎日新聞』大阪本社版

60 ʮ͋ΒͨΊͯమಓނࣄͷൃ࠶๷͑ߟ͍ͯͭʹࢭΔʯ 単著 2005年 8 月 『評論』No. 150，日本経済評論社 8－9頁

61 ʮѱ՟ʹΑΔྑ՟ͷۦஞ͕࢝·ͬ ͍ͯΔʯ 単著 2005年 8 月 『taxi japan』2005年 8 月 1 日号，タクシー日
本新聞社 7－13頁

62 ʮ+3෱஌ࢁઢނࣄͷҰ࡯ߟʯ 単著 2005年 9 月 『労働と健康』Vol. 31，No. 5，大阪労災職業病
対策連絡会 1－6頁

63 ରஊʮλΫγʔ業քͷෆٞࢥ　ܹಥʂ　
ཧ࿦74࣮ફʯ 共著 2005年10月 『taxi japan』2005年10月27日号 7－16頁

64 ʮ೔ຊͷλΫγʔࣄ業Λഁյ͢Δ੍ن؇࿨ʯ 単著 2005年11月 『くらしのレポート』No. 236，くらしのリサーチ
センター 17－21頁

65
ࢢ૪ܹԽ࣌୅ͷதͰେ౎ڝஊձʮ࠲
業ΛͲͷΑ͏ʹల։ࣄͷλΫγʔݍ
͢Δ͔ʯ

共著 2005年11月 『タクシー展望』No. 39，東京乗用旅客自動車
協会 2－15頁

66 ʮ੍ن؇࿨ͱλΫγʔࣄ業ͷ͋Γํʯ 単著 2006年 1 月 『Shitetsu』vol. 54，日本私鉄労働組合総連合
会 42－47頁

67 ʮؖࠃͷమಓ安શ๏ʢ্ʣʯ 共著 2006年 2 月 『関西大学商学論集』第50巻第 6 号 125－138頁，鄭炳玹

68 ʮσϑϨԼͷʰ੍ن؇࿨ʱ͕೔ຊͷެަڞ௨Λߥഇͤͨ͞ʯ 単著 2006年 4 月 『連合』2006年 4 月号，日本労働組合総連合
情報企画局 14－15頁

69 ΠϯλϏϡʔʮమಓͷ安શΛͲ͏क
Δͷ͔ʯ 単著 2006年 4 月 『JRのレールが危ない』安田浩一著，金曜日 97－108頁

70 ʮؖࠃͷమಓ安શ๏ʢԼʣʯ 単著 2006年10月 『関西大学』第51巻第 4 号 49－62頁，刊鄭炳玹

71 ΠϯλϏϡʔʮࣗ治ମͷަ௨੓ࡦʹ
λΫγʔΛҐஔ͚ͮΔʯ 単著 2007年 1 月 『交通界21』新年特別号 110～113頁

72 ΠϯλϏϡʔʮڅڙա৒ͷղফ΁ࢪ
Λʯ׵సࡦ 単著 2007年 6 月 『交通界21』2007年 6 月 4 日号 13－16頁

73 ʮ੍ن؇࿨Ͱ௿Լͨ͠ެަڞ௨ͷ安શੑʯ 単著 2007年 6 月 『エコノミスト』 6 月26日号，毎日新聞社 52－55頁

74 ఞஊʮࠞ໎ঢ়ଶ͔Βͷଧ։ࡦΛ୳Δʯ 共著 2007年 8 月 『交通界21』2007年 8 月 6 日号 5－15頁

75 ಄ΠϯλϏϡʔʮେ੾ͳͷ͸৽͠ר
Γํʯࡏͷ੍ن͍ 単著 2008年 1 月 『日本のバス・タクシー2008』Tramondo 新春

特別号 30－41頁

76
ରஊʮ৽ࢀنೖʹత֬ͳϑΟϧλʔ
Λʕݧܦଇͱ࣮৘Λ౿·੍͑ͨ౓ઃ
ͱ͸ʕʯܭ

共著 2008年 1 月 『交通界21』新年特別号 91－99頁

77 ΠϯλϏϡʔʮؔ৺ߴ·Δަ੓৹౴
ਃͦͷޙʯ 単著 2008年 1 月 5 日 『traport』No. 43，トラポルト 2－6頁

78 ʮؔ੢େֶͷʰ安શɾ安৺ʱ΁ͷऔΓ૊Έʯ 単著 2008年10月 『RMFOCUS』（インターリスク総研）2008年10
月号 1－4頁

79 ʮӡ༌ࣄ業ͷ安શ֬อʕݱঢ়ͱ՝୊ʕʯ 単著 2008年10月 『キンキョーニュース』（近畿交通共催協同組
合）2008年10月号 5－7頁

80 ʮΦϐχΦϯಛूΠϯλϏϡʔʯ 単著 2008年10月 『TAXISTA』（交運論壇社）2008年10月号 12－15頁

81 ΠϯλϏϡʔʮ業քஂମͷਅՁ͕໰
ΘΕΔہ໘ʹʯ 単著 2008年10月 『交通界21』2008年10月27日号 18－21頁

82 ΠϯλϏϡʔʮλΫγʔॾ໰୊ʹର
͢Δݟղʯ 単著 2008年12月 『タクシー界の現状と課題』創刊40周年記念特

別号，交通読売新聞社 42－54頁

83 ʮใࠂॻͷࣗݾධՁʯ 単著 2008年11月 『関西大学環境報告書2008』関西大学 55頁

84 ରஊʮݱঢ়ଧ։͸業քࣗ਎ʹҕͶΒΕ
ͨʕަ੓৹8(࠷ऴ౴ਃޙͷ՝୊ʯ 共著 2008年12月 『交通界21』新年特別号 125－132頁

85 ʮ安શɾ安৺ͳֶԂͮ͘ Γ΁ͷऔΓ૊Έʯ 単著 2009年 1 月 『大学時報』No. 324，日本私立大学連盟 88－91頁

86 ʮλΫγʔͷະདྷ　஍Ҭަ௨ͷ࣌୅͕౸དྷʯ 単著 2009年 1 月 『TAXISTA』2008年12月・2009年 1 月合併号 38－39頁

87 ରஊʮλΫγʔ࠶ੜ΁　దਖ਼Խ৽๏
ͷ՝୊ʹऔΓ૊Ήʯޙ 共著 2009年 4 月20日 『交通界21』 6－12頁

88 ʮੜަ׆௨ͱ஍ํࣗ治ମͷ໾ׂʯ 単著 2009年 4 月 『どうする？鉄道の未来［増補改訂版］』鉄道ま
ちづくり会議編，緑風出版 103－106頁



ʵ �� ʵ

ࣾձ安શֶ研究　ୈ �� ר

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

89
ʮࣾձ安શ研究Պͷ։ઃʕ安શɾ安
৺ͳࣾձͷߏஙʹ͢ࢿΔ஍ͷڌ఺Λ
Ίͯ͟͠ʕʯ

単著 2009年 6 月 1 日 『博修士会会報』2009年号，関西大学博修士
会 5頁

90 ʮ৽ܕΠϯϑϧΤϯβͷରԠʕؔ੢େֶͷྫࣄʯ 単著 2009年 9 月 『大学時報』（日本私立大学連盟）2009年 9 月
号 76－79頁

91 ʮংจʯ 単著 2009年 9 月 『「関西の母」タクシードライバー奮闘記～前編
～』高島節子著，ドライバー紳士録名簿の会 1－4頁

92 ࠃͷΧΪ͸ंݮΠϯλϏϡʔʮٸۓ
ͷʰॴ࡞ʱ׭੡ஊ߹൷൑͸౰ͨΒͣʯ 単著 2009年11月14日 『RIKUUN』No. 1437 全 4 頁

93 ରஊʮదਖ਼Խ৽๏ͷ࿮૊Έͷ࣮ޮੑ
ʹഭΔʯ 共著 2009年12月 『交通界21』新年特別号 8－23頁

94 ʮฒࡏߦདྷઢʰ੨͍৿మಓʱͷల๬ʯ 単著 2010年 2 月 『国労文化』No. 495 26－33頁
95 ʮަ௨جຊ๏্ఔͷಈ͖ʹͯͤدʯ 単著 2010年 3 月31日 『交通権』第27号 巻頭言頁
96 ʮّզ૖Ұ࿠ઌੜͷ͝੦ڈΛౣΉʯ 単著 2010年 4 月 『経済』No. 175 124－125頁

97
৽ץ঺հh 安શɾ安৺ΛՊֶ͢Δʱؔ
੢େֶࣾձ安શֶ部ฤɼܦ࢈৽ฉग़
൛ɼù÷ø÷೥

単著 2010年 7 月15日 『關大』第558号，関西大学校友会 35頁

98 ରஊʮେࡕ஍Ҭٞڠձɾ৔֎ରஊ
ʢલʣʯ 共著 2010年10月25日 『交通界』No. 371 30－36頁

99 ରஊʮେࡕ஍Ҭٞڠձɾ৔֎ରஊ
ʢޙʣʯ 共著 2010年11月 『交通界』No. 372，2010年11月 1 ，8 日合併号 27－32頁

100 ΠϯλϏϡʔʮh ަ௨جຊ๏Λ͑ߟΔʱΛฤूͨ͠安部教授ʹฉ͘ʯ 単著 2011年 1 月 3 日 『traport』2011年新年特別号 14－15頁

101
ʮނࣄͷൃ࠶๷͢ࢿʹࢭΔނࣄௐࠪγ
εςϜͱ͸ʕզ͕ࠃʹ͓͚Δ࠷৽ͷ
ಈ͖Λ͢ূݕΔʕʯ

単著 2011年 1 月 『第15回関西大学先端科学技術シンポジウム講
演集』関西大学先端科学技術推進機構 362－363頁

102ʮࠓճͷ਒ࡂ෮ڵ͸ࡕਆɾ୶࿏ΑΓ௕ظԽ͢Δʯ 単著 2011年 3 月13日 『日経ビジネスオンライン』

103 ఞஊʮۙـͷ෺ྲྀಈ޲ʯ 共著 2011年 3 月 『物流ニッポン』2011年 3 月28日付，物流ニッ
ポン新聞社 8－9頁

104 ΠϯλϏϡʔʮ教܇ੜ͔͠ɼੈޙ΁ͷඋ͑ສશʹʯ 単著 2011年 4 月 『週刊東洋経済』2011年 4 月16日号 59頁

105
ʮେ਒ࡂͰ࿐ఄͨ͠ަ௨γεςϜͷ৽
ͨͳऑ఺ʕࣾࡂݮձͷ࣮ݱ΁ަ௨ɾ
෺ྲྀγεςϜͷߏ࠶ஙΛʕʯ

単著 2011年 4 月 『日経ビジネスオンライン』2011年 4 月19日

106ʮނࣄௐͷෆ঵ࣄ໰୊ͱӡ༌安શҕһձͷ՝୊ʯ 単著 2011年 7 月 『2011年研究大会予稿集』交通権学会 1－4頁

107 ΠϯλϰϡʔʮλΫγʔͱࣾձݙߩʯ 単著 2011年 8 月 『ザ・タクシー』2011年 8 月号，都市交通研究
会 41－46頁

108ʮ这坒ࠣਓࡏ၏ண　ྩਓ Ҏ置৴త
৘ʯࣄ 単著 2011年 8 月 『第一財経週刊』2011年 8 月1日号，CBN 

weekly，上海 56頁

109 ରஊʪλΫγʔࣄ業ϓϨø÷÷प೥ʫʮݱঢ়ଧ։΁࠾Δ΂͖ಓʯ 共著 2011年 8 月 『交通界21』2011年 8 月29日号 6－15頁

110 ఞஊʮλΫγʔ業քͷݱঢ়ΛͲ͏ݟΔ͔ᶗɼᶘɼᶙɼᶚɼᶛʯ 共著 2011年10月 『traport』第181・182・183・184・185号，2011
年10月14・24・31日，11月 7・14日 各5－8頁

111
ʮ਒ࡂΛड͚ͯا業͕ҭ੒͢΂͖ػة
؅ཧऀͷ৚݅ʕҭ੒Ͱཹҙ͢΂͖ü
ͭͷϙΠϯτʕʯ

単著 2011年12月 6 日 『日経ビジネスオンライン』

112 ΠϯλϏϡʔʮ·ͩλΫγʔಛા๏ͷ࿮಺Ͱ΍Δ΂͖͜ͱ͕ͨΜ͞Μ͋Δʯ 単著 2012年 1 月 2 日 『traport』2012年新春特別号 29－30頁

113 ఞஊʮ·ͣܦӦऀͷҙࣝվֵ͔Βʯ 共著 2012年 1 月 『交通界21』新年特別号2012 72－86頁
114ʮ౰ऀࣄҙࣝܽ೗ͷձٞʯ 単著 2012年 2 月20日 『traport』Vol. 198 6 頁

115ʮ࣌ʹ͸ࣖͷ௧͍৘ใ΋ʯ 単著 2012年 2 月 『交通界21』2012年 2 月27日号，創刊10周年コ
ラム 13頁

116ʮ౦๺஍ํଠฏ༸ԭ஍਒ʹૺ۰ͯ͠ʯ 単著 2012年 3 月 『社会安全研究』第 2 号 2－3頁
117 ৽ץ঺հʮূݕ　౦೔ຊେ਒ࡂʯ 単著 2012年 3 月15日 『関大』第568号，関西大学校友会 43－44頁



ʵ �� ʵ

安部 誠治教授　研究業績

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

118ʮ安શجຊܭըͷূݕͱమಓ安શͷ՝୊ʯ 単著 2012年 6 月19日 『JR WESR 西労組　UNIONニュース』
No. 439，西日本旅客鉄道労働組合 1－6頁

119ʮࣗવ֐ࡂʹର͢ΔమಓͷରԠʯ 単著 2012年 6 月25日 『JR WESR 西労組　UNIONニュース』
No. 440 1－8頁

120ʮߴ଎πΞʔόε͖ߦ　ނࣄա੍͗ͨن؇࿨ͷݟ௚͠Λʯ 単著 2012年 7 月 『世界』2012年 7 月号 33－36頁

121ʮ౦೔ຊେ਒ࡂͷಛ௃ͱަ௨ɾӡ༌໰୊ʯ 単著 2012年 7 月 『被災地の交通再建の現状と課題』交通運輸
政策研究会 5－8頁

122ʮ೔ຊʹ͓͚Δަ௨安શରࡦͷਐలͱࣄ業༻ࣗಈंͷ安શରࡦʯ 単著 2012年 7 月 6 日 『交通安全に関する国際セミナー資料集』韓国
交通安全庁・韓国交通研究院 11－43頁

123ʮࣗવ֐ࡂͱమಓͷ安શʯ 単著
『鉄道をはじめとする公共交通機関の防災のあ
り方を考える』日本鉄道労働組合連合会第 7
回安全シンポジウム報告書

2－8頁

124ʮؖޠࠃ൛ʰূݕ　úõøø　౦೔ຊେ਒ࡂʱͷൃͯͤدʹץʯ 単著 2012年 8 月 『日本研究』第18号，高麗大学校 462－465頁（韓国語）

125 ஊձʰ෺ྲྀχοϙϯʱ࠲ 共著 2012年 9 月20日 6－8面
126ʮࣗ治ମ͕ѲΔλΫੑ׆Խʯ 単著 2012年10月12日 『トラポルト』第227号 4－5頁

127 ձʯٞڠஊձʮλΫγʔͷ਑࿏ͱ஍Ҭ࠲ 共著 2012年10月 『交通界21』2012年10月12号 4－14頁

128ʮ֨安ͷΈͷʠചΓʡʹࢭࣃΊΛʯ 単著 2012年10月 『陸運新報』2012年10月27日号，別冊

129ʮ૊৫ނࣄͷൃ࠶๷ࢭͱӡ༌安શҕһձͷ໾ׂʯ 単著 2012年12月21日 『JR 経営情報』（運輸調査局）No. 222 3－4頁

130 ΠϯλϏϡʔʮՆͷٞࢀӃબޙͰ͸஗͍　͕ٸΕΔλΫγʔ৽๏੍ఆʯ 単著 2013年 1 月21日 『traport』第239号 4頁

131ʮ೥ྸ੍ݶ͸Ҿ͖ଓ͖ݕ౼͢΂͖ʯ 単著 2013年 2 月11日 『traport』第242号 8頁

132 ϚϯεϦʔΤοηΠʮަ௨ͷൃୡͱݱ୅ࣾձʯ 単著 2013年 2 月18日 『traport』第243号 8頁

133ʮ૊৫ނࣄͱނࣄௐࠪʯ 単著 2013年 2 月 『生活安全ジャーナル』第14号，製品評価技術
基盤機構 46－49頁

134 ϚϯεϦʔΤοηΠʮΫΤϧφόΧ௥૝ʯ 単著 2013年 3 月11日 『traport』第245号 8頁

135 ఞஊʮಛू　౦೔ຊେ਒ࡂ ù ೥　౦๺෮ڵ΁λΫγʔʯ 共著 2013年 3 月11日 『東京交通新聞』 4頁

136 ϚϯεϦʔΤοηΠʮখּݪଜͷࠓᶃʯ 単著 2013年 4 月29日 『traport』第251号 8頁
137 ϚϯεϦʔΤοηΠʮখּݪଜͷࠓᶄʯ 単著 2013年 5 月27日 『traport』第254号 8頁

138 ϚϯεϦʔΤοηΠʮ૯޾෱ྔͷ࠷େԽʯ 単著 2013年 7 月 1 日 『traport』第259号 8頁

139ʮӡ༌安શҕһձͷ üप೥ʹͯͤدʯ 単著 2013年 7 月 『運輸安全委員会年報2013』 巻頭頁

140 ϚϯεϦʔΤοηΠʮ৽͍͠ྗࢠݪ安શج४ͷߦࢪʹ͋ͨͬͯʯ 単著 2013年 7 月29日 『traport』第262号 8頁

141 ϚϯεϦʔΤοηΠʮۚ୔Ӻͱެަڞ௨ʯ 単著 2013年 9 月 2 日 『traport』第266号 8頁

142 ϚϯεϦʔΤοηΠʮϛγϡϥϯͷΨΠυϒοΫʯ 単著 2013年 9 月23日 『traport』第269号 8頁

143 ϚϯεϦʔΤοηΠʮϛγϡϥϯɾΨΠυϒοΫʹݟΔؔ੢ʯ 単著 2013年10月30日 『traport』第272号 12頁

144 “A Message on the Fifth Anniver-
sary of the JTSB” 単著 Nov. 2013 ┅┲┲┹┥┰ⓤ ┖┩┴┳┶┸ⓤ ⓶⓴⓵⓷⓰� +BQBO� 5SBOTQPSU�

4BGFUZ�#PBSE 巻頭

145 ϚϯεϦʔΤοηΠʮվਖ਼ಛા๏ͷ੒ཱʹࡍձͯ͠ʯ 単著 2013年12月 9 日 『traport』第278号 8頁

146 ΠϯλϏϡʔʮh ಛҟͰҟྫ ͷɦೝࣝΛʯ 単著 2014年 1 月 1 日 『東京交通新聞』 19面

147ʮ+3๺ւಓ　ଓൃ͢Δෆ঵ࣄͱ࠶ੜ΁ͷ՝୊ʯ 単著 2014年 1 月 『リスクマネジメントToday』2014年 1 月号，リ
スクマネジメント協会 4－7頁

148 ϚϯεϦʔΤοηΠʮ+3๺ւಓͷෆ঵ࣄͱ࠶ੜ΁ͷ՝୊ʯ 単著 2014年 2 月 3 日 『traport』第284号 8頁



ʵ �� ʵ

ࣾձ安શֶ研究　ୈ �� ר

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

149ʮӡ༌ͷ安શΛల๬͢Δʯ 単著 2014年 2 月 『運輸と経済』2014年 2 月号 177－179頁

150ʮେࡕ஍Ҭڠɼ安部ձ௕ΠϯλϏϡʔʢલ൒ʣʯ 単著 2014年 2 月22日 『陸運新報』 4－7頁

151ʮେࡕ஍Ҭڠɼ安部ձ௕ΠϯλϏϡʔʢޙ൒ʣʯ 単著 2014年 3 月 1 日 『陸運新報』 6－9頁

152 λΫγʔ৽๏ಛ ʮू安部誠治ࢯʹฉ͘ʯ 単著 2014年 3 月11日 『東京交通新聞』 5 頁面

153 ϚϯεϦʔΤοηΠʮ೔ຊͷλΫγʔɼøࠃ ú੍౓΁ʯ 単著 2014年 3 月17日 『traport』第289号 7頁

154ʮൃ࠶๷ࡦࢭ͸ϞϊϚωʹऴ࢝ʯ 単著 2014年 4 月 『JR 北海道，腐食の系譜　なぜ 2 人のトップは
自死を選んだのか』日経 BP 社 98－108頁

155 ϚϯεϦʔΤοηΠʮ͍Α͍Α࢝·ͬͨਓࣾݮޱձԽʯ 単著 2014年 4 月21日 『traport』第293号 7頁

156ʮ+3๺ւಓ　෗৯ͷܥේ　෱஌ࢁઢނࣄରࡦΛύΫͬͨʯ 単著 2014年 5 月13日 『日経ヒジネスオンライン』

157ʮӡ༌֐ࡂͷ๷ࢭͱࡂݮͷͨΊͷแׅతରࡦʯ 単著 2014年 6 月 『月刊交通』2014年 6 月号，韓国交通研究院 6－11頁（韓国語）

158 ΠϯλϏϡʔʮ͓݄ࠓձ͍ͨ͠ํʯ 単著 2011年 6 月 『月刊交通』同上 54－59頁（韓国語）
159ʮվਖ਼ಛા๏ޙͷେࡕͷλΫ業քʢલʣʯ 単著 2014年 7 月 『陸運新報』2014年 7 月26日号，別刷
160ʮվਖ਼ಛા๏ޙͷେࡕͷλΫ業քʢޙʣʯ 単著 2014年 8 月 『陸運新報』2014年 8 月 2 日号 8－9頁

161ʮݱ৔͕ͦ͜安શ֬อͷڮ಄อʕΑΓ安શͳమಓΛ૑ΔͨΊʹʕʯ 単著 2014年 7 月25日 『JR 西労組　UNION ニュース』No. 471

162 ϚϯεϦʔΤοηΠʮळͷશࠃՐࡂ༧๷ӡಈʹ͏ࢥʯ 単著 2014年11月 7 日 『traport』第313/314合併号 9頁

163ʮ෱ౡނࣄൃݪ͸ͳ͔ͥͨͬ͜ىʯ 単著 2014年12月 『環境と健康』Vol. 27，No. 4，2014年冬号 491－500頁

164 ϚϯεϦʔΤοηΠʮù÷øû೥ΛৼΓฦͬͯʯ 単著 2014年12月21日 『traport』第318合号 6頁

165 ΠϯλϏϡʔʮੑ׆ԽʹෆՄܽͳࣗ治ମͱͷ࿈ڧܞԽʯ 単著 2015年 1 月 1 日 『交通界21』新年特別号 710－76頁

166ʮނࣄ๷ࢭ͸మಓձࣾͷ੹຿ͩʯ 単著 2015年 『老いてさまよう― 認知症の人はいま』毎日新
聞特別報道グループ編著，毎日新聞社 225－226頁

167ʮγϯΨϙʔϧͷλΫγʔࣄ৘ʯ 単著 2015年 1 月 『30年のあゆみ』大阪タクシー交通共済協同組合 50－51頁

168 ϚϯεϦʔΤοηΠʮλΫγʔؓ࿩　ੈքͷλΫγʔʯ 単著 2015年 2 月 1 日 『traport』第322号 7頁

169 ϚϯεϦʔΤοηΠʮ෱஌ࢁઢނࣄø÷प೥ͱమಓͷ安શʯ 単著 2015年 3 月 1 日 『traport』第324号 7頁

170 ϚϯεϦʔΤοηΠʮઋ୆ͷ஍ҬٞڠձΛऴ͑ͯʯ 単著 2015年 4 月11日 『traport』第329号 7頁

171 ϚϯεϦʔΤοηΠʮਓؒͷ൑அɾҙܾࢥఆΛ͑ߟΔʯ 単著 2015年 5 月 4 日 『traport』第331号 11頁

172 ΠϯλϏϡʔʮ安部ؔେ教授͕λΫͷޙࠓͷ͋Γํʹϝεʯ 単著 2015年 5 月 『ザ・タクシー』2015年 5 月25日号，都市交通
研究会 1－2面

173 ϚϯεϦʔΤοηΠʮ౿੾ނࣄରࡦͷ৽ͨͳ՝୊ʯ 単著 2015年 6 月 1 日 『traport』第333号 7頁

174 ϚϯεϦʔΤοηΠʮ৽װઢͷ์Ր݅ࣄʯ 単著 2015年 7 月11日 『traport』第337号 7頁

175ʮؖࠃɾλΫγʔൃల๏શ༁ʯ ༁ڞ 2015年 8 月11日 『traport』第340号 6－7頁，李容相
176 ΤοηΠʮؖࠃͷλΫγʔൃల๏ʯ 単著 2015年 9 月14日 『traport』第342号 7頁

177ʮಈ͖࢝Ίͨզ͕ࠃͷނࣄௐ੍ࠪ౓ʕ՝୊ͱల๬ʕʯ 単著 2015年 『日本安全学教育研究会誌』Vol. 8 13－15頁

178 ϚϯεϦʔΤοηΠʮ౦ژͷλΫγʔ͸ੈքҰʁʯ 単著 2015年10月21日 『traport』第345号 7頁

179 ఞஊʮ安શɾ安৺ࣾձͱΤωϧΪʔΛ͑ߟΔʯ 共著 2015年11月 『躍』第25号，関西電力 2－17頁

180ʮϦεΫͷ੍ޚ͸ݱ୅ࣾձͷ࠷ॏཁ՝୊ʯ 単著 2015年12月 『JR WEST』Vol. 343 4頁



ʵ �� ʵ

安部 誠治教授　研究業績

著書・学術論文の名称
単著・
共著の

別
発行・発表の

年月 発行所・発表雑誌・発表学会の名称（巻）
最初と最後のページ（共
著の場合は，共同執筆者
名，担当部分のページ）

181ʮ͖ى͕ނࣄΔ·Ͱଓ͍ͨʰಠಛͷ࿑຿؅ཧ ʯɦ 単著 2015年12月 日経 BP Safety2.0プロジェクト 5－6頁

182 ΠϯλϏϡʔʮେࢢࡕҬަ௨ٴݍͼઋ୆ࢢͷ஍Ҭٞڠձձ௕ͱͯ͠ʯ 単著 2016年 1 月 1 日 『traport』新春特別編集号 6－7頁

183ʮ෱ౡୈҰޙނࣄൃݪͷ֐ࡂྗࢠݪରࡦʯ 単著 2016年 1 月 『第20回関西大学先端科学技術シンポジウム講
演集』関西大学先端科学技術推進機構 80頁

184 ϚϯεϦʔΤοηΠʮܰҪ୔ɾεΩʔόε͏ࢥʹނࣄʯ 単著 2016年 2 月11日 『traport』第354/59号 8頁

185ʮ؆୯Ͱͳ͍ѱ࣭業ऀకΊग़͠　安શʹ͔͔Δίετ࠶ೝࣝΛʯ 単著 2016年 2 月 『山陰経済ウィークリー』2016年 2 月23・29日
号，山陰中央新報社 5頁

186 ϚϯεϦʔΤοηΠʮγϯΨϙʔϧͷλΫγʔ੍౓ʯ 単著 2016年 3 月13日 『traport』第357号 7頁

187
ެӹࣄ業ֶձୈýüճશࠃେձ౷Ұ࿦
୊γϯϙδ΢ϜɾύωϧσΟεΧο
γϣϯʮެӹࣄ業ͷެਖ਼ੑͱޮ཰ੑʯ

単著 2016年 3 月 『公益事業研究』第67巻第 2 ・3 号 41－66頁

188ʮਓݮޱɾ֐ࡂଟൃ࣌୅ͷӡ༌安શͷ՝୊ͱల๬ʯ 単著 2016年 3 月 『運輸事業の安全に関するシンポジウム2015』
講演記録，国土交通省 12－29頁

189ʮࣗಈंނࣄௐͷఏݴʕࣄ業༻ࣗಈंނࣄͷ๷ࢭͱࡂݮʕʯ 単著 2016年 3 月 『第 9 回自動車事故防止セミナー』国土交通省
近畿運輸局 14－27頁

190 ΠϯλϏϡʔʮ͕ٸΕΔ *$5ͷ׆༻ʹΑΔܦӦͷݱ୅Խʯ 単著 2016年 6 月21日 『traport』第366/71号 8頁

191ʮώϡʔϚϯΤϥʔʹىҼ͢Δమಓނࣄͷ๷ࢭʹؔ͢ΔҰ࡯ߟʯ 単著 2016年 7 月 『あんけん』vol. 9，西日本旅客鉄道株式会社安
全研究所 1－4頁，吉田裕

192ʮ֐ࡂͷ๷ࡂͱࡂݮʯ 単著 2016年 7 月 『月刊エネルギーレビュー』第426号，エネルギ
ーレビューセンター 3頁

193ʮେࡕ業ք΁ͷۤݴʯ 単著 2016年 8 月 『交通界21』No. 642，2016年 8 月 8・15日合併号 13－17頁

194ʮ׳Εͱ業քݻ༗ͷৗࣝ͸安શʹͱͬͯͷେఢͰ͋Δʯ 単著 2016年10月 『CSR REPORT 2016』西日本旅客鉄道株式
会社 30頁

195 ΠϯλϏϡʔʮ業ք͸಺͖޲ͷٞ࿦୤͠ɼࢢ৔΁ൃ͚ͨ޲৴ྗߴΊΔ΂͖ʯ 単著 2016年12月 『TAXISTA』創刊10周年記念特別号 22－24頁

196 ରஊʮ୮ޙொͷ΢ʔόʔ͸࣌୅஗Εʁʯ 共著 2017年 1 月 1 日 『traport』2017新春特別号 10－11頁

197ʮࣾձ安શֶମܥԽͷࢼΈʯ 単著 2017年 1 月 『第21回関西大学先端科学技術シンポジウム講
演集』関西大学先端科学技術推進機構 221－222頁

198
࿑ɾ࢖ɾֶτοϓձஊʢલʣʮüüԕׂ
͸ܦӦͷ଍͔ͤ　ಛ஍ڠɼӡ௞ɼ34
ͳͲҙ׵ަݟʯ

共著 2017年 2 月25日 『陸運新報』NO.1794 2－5頁

199 ࿑ɾ࢖ɾֶτοϓձஊʢதʣʮԣྖ݅ࣄʹ͸ࣾձత੹೚Λʯ 共著 2017年 3 月 4 日 『陸運新報』NO.1795 4－7頁

200 ࿑ɾ࢖ɾֶτοϓձஊʢޙʣʮαʔϏε্޲Ͱ34ʹର߅Λʯ 共著 2017年 3 月11日 『陸運新報』NO.1796 5－8頁

201ʮؔ੢େֶࣾձ安શֶ部ʹ͓͚Δ安શ教ҭͷཧ೦ʯ 単著 2017年 7 月 『安全工学シンポジウム2017　講演予稿集』 212－213頁

202ʮమಓτϯωϧՐނࣄࡂʹ͓͚Δආ೉ߦಈͱٹॿ׆ಈʯ 単著 2017年 8 月 『あんけん』Vol. 10 1－4頁，吉田裕

203ʮަ௨࢈業ʹ͓͚Δ࿑ಇͱ安શʯ 単著 2017年 7 ・ 8 月 『月刊 DIO』No. 328，2017年 7・8 月号，連合
総研 4－7頁

204ʮࣾձ安શֶ部ͷཧ೦ͱ໨ඪʯ 単著 2017年 9 月 『静電気学会講演論文集2017』静電気学会 25－26頁
205 ಛผߘدʮձٞ͸གྷΔʯ 単著 2017年10月11日 『traport』第409／114号 8頁

206ʮެӹࣄ業ͷ࣋ଓՄೳੑʯ 単著 2017年12月
『公益事業研究』第69巻第 1 号，公益事業学
会2016年度全国大会統一論題シンポジウム問
題提起

30－34頁

207ʮ安部誠治͞Μʹฉ͘　మಓͷ໾ׂͱ安શΛ͑ߟΔʯ 単著 2018年 3 月 『経済』No. 270 14－28頁

208ʮΘ͕ϝϯλʔɼ্ాܛઌഐʯ 単著 2018年 3 月 『同志社商学』第69巻第 5 号，同志社大学商
学会 443－446頁
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209 ʯࢭ๷ނࣄͨ͑·ஊձʮ安શϓϥϯù÷ù÷　౿࠲ 共著 2018年 4 月 5 日 『物流ニッポン』 8－10面

210ʮࡍࠃਓͰ΋͋ͬͨ஛Լઌੜʯ 単著 2018年 5 月 『泰然自若＝悠悠閑閑』竹下賢追悼集編集委
員会 220－221頁

211ʮమಓͷ໾ׂͱ安શ֬อͷ՝୊ʯ 単著 2018年夏 『みんてつ』Vol. 66，2018年夏号，日本民営鉄
道協会 4－7頁

212ʮେֶ͸ࣗવ֐ࡂͱͲ͏͖޲߹͏͔ʯ 単著 2018年11月 『大学時報』日本私立大学連盟2018年11月号 34－41頁

213ʮӡ༌࢈業ʹ͓͚Δਓࡐෆ଍ͱ安શ֬อͷ՝୊ʯ 単著 2018年12月 『運輸産業の安全に関するシンポジウム2019　
記録』国土交通省 22－32頁

214ʮ೔ຊʹ͓͚ΔøĀü÷೥Ҏ߱ͷॏେόεނࣄͷҰཡʯ 共著 2019年 3 月 『社会安全学研究』第 9 号 53－67頁，吉田裕

215ʮަ௨ֶݖձͷú÷೥ΛৼΓฦΔʯ 単著 2019年 3 月 『交通権』第35号 2－4頁
216ʮ+3੢೔ຊͷ安શੑ্޲ͷ՝୊ʯ 単著 2019年 7 月 8 日 『JR 西労組ニュース』No. 536 1－10頁

217ʮࣗಈӡసं։ൃ͸ެަڞ௨ͷ੔උͱซͤͯʯ 単著 2019年 9 月 1 日 『月刊公明』2019年 9 月号 26－31頁

218ʮϝΨγςΟͷ࣮ͨ͠ݙߩʹݱঢ͕߱ػɼΑΓ安શͳΠϯϑϥʹͳΔͨΊʯ 単著 2019年10月 『ele』Vol. 20，三菱電機株式会社 13－14頁

219 ΠϯλϏϡʔʮλΫγʔӡ௞վఆ৹ࠪͷܧଓɾॲ෼Ԇظʹ͍ͭͯʯ 単著 2019年11月 『traport』第473号，2019年11月 6 日号 4－5頁

220 ΠϯλϏϡʔʮࠞަࡏ௨ͱλΫγʔͷະདྷʯ 単著 2019年11月30日 『陸運新報』第1930号 6－10頁

221ʮλΫγʔӡసऀ͕௚໘͢Δधཁݮͱڝ૪ܹԽʯ 単著 2020年 4 月 3 日 『週刊金曜日』第1275号 32－43頁

222ʮެަڞ௨ނࣄͷඃऀ֐ɾҨ଒ࢧԉͷ͋Γํʹؔ͢Δ࡯ߟʯ 共著 2020年 4 月 3 日 『都市と公共交通』No. 44 32－43頁，石川慶祐

223ʮࣗવ֐ࡂ౳ͷϦεΫʹඋ͑Δʕେֶͷ૊৫తରԠͱཹҙ఺ʕʯ 単著 2020年 5 月 『2019年度　京滋地区私立大学学長懇談会報
告集』第42集 19－39頁

224ʮࣾձ安શֶֶ部ɾେֶӃࣾձ安શ研究ՊʕઃཱͷܦҢͱø÷೥ʕʯ 単著 2020年 8 月
『関西大学社会安全学部・大学院社会安全研
究科の10年　2010－2020』10周年記念事業実
行委員会編，穂高産業株式会社

9－14頁

225ʮରࡦຊ部ͷ׆ಈΛৼΓฦͬͯʯ 単著 2020年 9 月 『Reed』No. 62，関西大学 2頁
226ʮަӡ研ͷú÷೥Λॕ͢ʯ 単著 2020年11月 『30年のあゆみ』交通運輸政策研究会 4頁

227 γϯϙδ΢Ϝه࿥ʮަӡ研ú÷೥ͷ͋ΏΈͱޙࠓͷ՝୊ΛֶͿʯ 単著 同上所収 6－10頁

228ʮ೔ຊͷ಺ߤւӡʯ 共著 2021年 3 月 『社会安全学研究』Vol. 11 163－180頁，竹本七海

229ʮҏ୮ࢢӦόεʹ͓͚Δఀཹॴͷ安શ֬อʯ 共著 2021年 6 月 『都市と公共交通』No. 45 25－36頁，原田雅大

230
͜ͷਓʹௌ͘　ؔ੢େֶࣾձ安શֶ
部　安部誠治教授ʮ৴ָނࣄͷú÷೥
ʯͯͤدʹ

単著 2021年 6 月 『JR WEST』西日本旅客鉄道株式会社・オン
ライン社内誌，2021年 6 月配信

231ʮಇ͖ํͷະདྷΛü÷ਓ͕ಡΉʯ 共著 2021年 9 月 『労働の科学』第76巻第 2 号，大原記念労働
科学研究所 4－44頁

232
ΠϯλϏϡʔʮిं಺ͷ൜ࡑରhࡦ ࠷
΋೉͍͠ 　ɦ஍ԼమαϦϯ݅ࣄҎ߱΋
Δ՝୊ʯ࢒

単著 2021年11月13日 『朝日新聞 DIGITAL』

233 ແਓӺʹ͓͚Δ֮ࢹোऀ֐ͷނࣄ๷ࡦࢭʹؔ͢ΔఏҊ 共著 2022年 3 月 『社会安全学研究』第12巻，関西大学社会安
全研究センター 83－102頁，尾原柊

234 మಓࣄ業ʹ͓͚Δܭըӡٳͷݱঢ়ͱ՝୊ 共著 2022年 6 月 『都市と公共交通』No. 46，大阪公共交通研究
所 5-15頁，井原涼太

（国際学会等における招聘講演）＊基調講演のみ。その他は省略。国内での学会発表・招聘講演については多数につき省略

1 Japanese- Style Management and 
the “Salaryman” 単著 Jun. 7, 1991

International Congress: Organizational Model 
for Latin America―Lesson and Chal-
lenges, Mexico City

2 ୅೔ຊͷަ௨໰୊ʕަݱԋʮߨௐج
௨ݖͷཱ֬ΛΊͯ͟͠ʕʯ 単著 1996年 4 月30日

『交通権伸張のための日韓国際シンポジウム』
交通権学会・緑色交通運動主催，韓国・ソウ
ル
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3 keynote speech “Independent Acci-
dent Investigation” 単著 Sep. 26, 2002 Railtech Vision 2002, sponsored by Korea 

Railroad Research Institute

4
“Issues of Sustainable Transporta-
tion & Cooperative Plans of the 
Private‐Government Sector”

単著 Dec. 4, 2003

International Symposium on Eco ‐ friendly 
Transportation System, organized by UNEP 
Korea and Networks for Green Transport, 
sponsored by Seoul Metropolitan Govern-
ment, Seoul Korea

5 ঢ়ݱઢʕͦͷװʮ೔ຊͷ৽ࠂௐใج
ͱల๬ʯ 単著 2007年 3 月30日

「韓国高速鉄道開業 3 周年記念特別セミナー」
韓国鉄道学会主催・韓国鉄道公社共催，韓
国・ソウル

6 ԋʮ೔ຊʹ͓͚Δަ௨安શରߨௐج
ʯࡦ業༻ࣗಈंͷ安શରࣄͷਐలͱࡦ 単著 2012年 7 月 6 日 『交通安全に関する国際セミナー』韓国交通安

全庁・韓国交通研究院主催，韓国・ソウル

7 keynote speech “Comprehensive 
Measures for Transport Disasters” 単著 May 27, 2014

International Seminar on System Construc-
tion for Effective Response and Prevention 
of Transport Disasters organized by the 
Korea Transport Institute

8
keynote speech “Railway Tech-
nology and its Socio-economical 
Influence in Japan”

単著 Sep. 9. 2016

International Seminar for the Study on the 
Railway Technology related to the Socio-
economical Influence, sponsed by Korea 
Railway Culture Fondation, Seoul Korea

9

keynote speech “The Role of 
Education System for Disaster 
Prevention: Lessons from Graduate 
School of Societal Safety Sciences at 
Kansai University”

単著 Mar. 13, 2018

Organized by ACE Agency for National 
Seismic Disaster Prevention and Research 
Institute for Mega Construction at Korea 
University, Seoul

（書　評）

1 『国有鉄道―経営形態論史―』中西健
一著，東洋経済新報社，1985年 単著 1988年10月 『鉄道史学』第 6 号 ýúȂýýท

2 『ミッテラン政権と公企業改革』藤本
光夫著，同文舘，1988年 単著 1989年 9 月 『日仏経営学会誌』第 6 号，日仏経営学会 32－34頁

3 『ドイツ統一と公企業の民営化』桜井
徹著，同文舘，1996年 単著 1996年12月 『経済』1996年12月号

4
『現代の交通と交通労働』下山房雄・
山本興治・澤喜司郎・香川正俊編著，
御茶の水書房，1999年

単著 1999年10月 『大原社会問題研究所雑誌』No. 491，法政大
学大原社会問題研究所 20－25頁

5 『鉄道事故と法』佐藤潤太著，文芸社，
2005年 単著 2010年 3 月 『鉄道史学』第27号

6
『飛躍への挑戦―東海道新幹線から
超電導リニアへ』葛西敬之著，ワッ
ク，2017年

単著 2017年 5 月 『産経新聞』2017年 5 月21日書評欄

（意見書）

1
「国鉄と JR 各社の同一性に関する企
業論的考察―西日本旅客鉄道株式
会社の場合を中心に―」

単著 1988年 5 月 大阪地方労働委員会へ提出

2
「タクシー産業の規制緩和に関する意
見書」平成17年（ワ）第23269号損害
賠償請求事件

単著 2007年 8 月 東京地方裁判所へ提出

3

「タクシー産業の特性と規制緩和に関
する意見書」平成17年（行ウ）第176，
180－196号一般旅客運送事業許可処
分取消等請求事件

単著 2008年 9 月 5 日 大阪地方裁判所へ提出

（新聞各紙における論説）
1 交通論壇「関西国際空港の課題」 単著 1994年 7 月18日 『東京交通新聞』
2 交通論壇「スウェーデンのタク事業」 単著 1994年11月28日 『東京交通新聞』

3 交通論壇「直下型地震の警告―対
策抜本見直しを―」 単著 1995年 3 月20日 『東京交通新聞』

4 交通論壇「タクシーサービスと規制
緩和再考　二つの提案」 単著 1995年 6 月19日 『東京交通新聞』
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5 交通論壇「関西都市交通に新システ
ム」 単著 1995年 9 月18日 『東京交通新聞』

6 交通論壇「高速道路網の中間答申」 単著 1995月12月18日 『東京交通新聞』
7 交通論壇「国鉄改革10年目の課題」 単著 1996年 3 月18日 『東京交通新聞』
8 交通論壇「ソウルの都市交通事情」 単著 1996年 6 月17日 『東京交通新聞』
9 交通論壇「鉄道事故に調査委を」 単著 1996年 9 月16日 『東京交通新聞』
10 交通論壇「再検討が必要な鉄道政策」 単著 1996年12月16日 『東京交通新聞』
11 交通論壇「転機にたつ道路関係公団」 単著 1997年 3 月17日 『東京交通新聞』

12 交通論壇「事業用自動車の交通事故
激増」 単著 2003年 7 月14日 『東京交通新聞』

13 交通論壇「OECDのESTプロジェクト」 単著 2003年11月10日 『東京交通新聞』

14 交通論壇「将来の日本は人口減社会
に　タクも遅れず対応を」 単著 2004年 3 月15日 『東京交通新聞』

15 交通論壇「財政再建と特殊法人改革」 単著 2004年 7 月19日 『東京交通新聞』
16 交通論壇「新幹線の地震対策再考」 単著 2004年11月22日 『東京交通新聞』

17 論点「JR 発足20年　成功の評価は一
面的」 単著 2006年 4 月13日 『毎日新聞』東京本社版朝刊

18 「人の配置『技術』の視点を」 単著 2006年 4 月25日 『日刊工業新聞』

19 私論公論「航空・鉄道事故調のあり
方　国交省からの独立必要」 単著 2006年 5 月19日 『京都新聞』

20 オピニオン「予防する安全対策必要」 単著 2007年 8 月23日 『山陰合同新聞』

21 今を読む「規制緩和とタクシー 疲労
改善へ政策転換を」 単著 2007年10月21日 『中国新聞』

22 今を読む「独立した調査組織必要―
運輸事故の再発を防ぐ―」 単著 2007年12月16日 『中国新聞』

23 今を読む「道路整備と財政再建　脱
公共事業の政策必要」 単著 2008年 2 月17日 『中国新聞』

24 ＜現在＞を読む「青函トンネル20年　
改善するか　輸送人員の減少」 単著 2008年 3 月 3 日 『毎日新聞』東京本社版朝刊

25 今を読む「消安法改正から 1 年　情
報開示だけでは不足」 単著 2008年 4 月13日 『中国新聞』

26 今を読む「バリアフリー化　改修駅
維持にも補助を」 単著 2008年 6 月 8 日 『中国新聞』

27 ＜現在＞を読む「規制緩和の弊害　
タクシー業界に見る行き過ぎ」 単著 2008年 9 月 1 日 『毎日新聞』東京本社版朝刊

28 新春論壇「減車具体化へ正念場」 単著 2010年 1 月 1 日 『東京交通新聞』
29 「鉄道安全運行へ『共有』の発想を」 単著 2010年 2 月17日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
30 「待たれる交通基本法の成立」 単著 2010年 3 月10日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
31 「安全対策重点は踏切とホーム」 単著 2010年 4 月 3 日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
32 「安全システム　過度に依存するな」 単著 2010年 4 月17日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
33 「日本の交通事故死者の特徴」 単著 2010年 5 月 1 日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
34 「パロマ事故　集合住宅に多い理由」 単著 2010年 5 月15日 『産経新聞』大阪本社版朝刊

35 「実効施策なく不正改造放置」 単著 2010年 5 月29日 『産経新聞』大阪本社版朝刊

36 「ガス機器の現況　情報共有を」 単著 2010年 6 月12日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
37 「『経済災害』口蹄疫に取り組み」 単著 2010年 6 月26日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
38 「事故の芽防ぐ日常的な安全確保」 単著 2010年 7 月17日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
39 「時代とともに事故原因も変遷」 単著 2010年 7 月31日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
40 「格安航空に負けず安全運航を」 単著 2010年 8 月 7 日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
41 「貸し切りバス指導強化」 単著 2010年 9 月18日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
42 「貸し切りバスの激安競争と安全」 単著 2010年10月 5 日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
43 「火災予防対策　一層の強化必要」 単著 2010年11月 2 日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
44 「考えよう人口減少時代の安全・安心」 単著 2010年11月16日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
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45 「高齢者に安全な住まい　点検を」 単著 2010年11月30日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
46 「運輸事故の大半　システム性災害」 単著 2010年12月14日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
47 「航空事故調査委ができるまで」 単著 2010年12月28日 『産経新聞』大阪本社版朝刊
48 文化欄「企業文化の改革で再発防止を」 単著 2010年12月24日 『産経新聞』大阪本社版夕刊
49 「運輸安全委の改革案に期待」 単著 2011年 1 月25日 『産経新聞』大阪本社版朝刊

50 「自然災害が要因の鉄道輸送障害　増
加傾向」 単著 2011年 3 月 1 日 『産経新聞』大阪本社版朝刊

51 「東日本大震災 2 次被害防止を」 単著 2011年 4 月12日 『産経新聞』大阪本社版朝刊

52 交通論壇「震災時は自家用車使用制限
し公共交通軸の緊急輸送態勢を」 単著 2011年 4 月25日 『東京交通新聞』

53 「三セク鉄道への支援活動　JR西に期待」 単著 2011年 5 月17日 『産経新聞』大阪本社版朝刊

54 「原発政策の将来を左右する『福島』の
解明」 単著 2011年 7 月12日 『産経新聞』大阪本社版朝刊

55 「JR福知山線事故10年　罰則や労働
条件改善に課題」 単著 2015年 4 月24日 『日刊工業新聞』

56 オピニオン・スキーバス事故　どうふせ
ぐか「要件厳格化で参入絞れ」 単著 2016年 2 月26日 『毎日新聞』東京本社版朝刊

57 月曜討論・軽井沢バス転落事故「事故
なくすには参入要件の厳格化必要」 単著 2016年 2 月29日 『北海道新聞』

58 耕論・認知症と責任「知恵結集し，対
策を議論」 単著 2016年 3 月 2 日 『朝日新聞』東京本社版朝刊

59 オピニオン「大阪市営地下鉄の民営化　
利用者本位の目線期待」 単著 2017年 5 月26日 『毎日新聞』大阪本社版朝刊

60
論点スペシャル「危険なバス停　横断
歩道のそば　対策は」「対処の順序　
リスク評価で」

単著 2019年11月20日 『読売新聞』東京本社版朝刊

61 尼崎JR脱線事故15年　「意識継承　
トップの姿勢次第」 単著 2020年 4 月21日 『神戸新聞』

62 信楽列車事故　30年目の証言③　「事
故・犯罪防止に資金を」 単著 2021年 5 月13日 『京都新聞』

63 関西大・安部教授に聞く「惨禍の教訓
をDNAに」 単著 2021年 5 月16日 『中日新聞』

Ҏ্ͷ΄͔શࣄهࡌܝࢴࠃʢίϝϯτʣ݅ ਺͸࣍ͷͱ͓Γɻಡച৽ฉøýÿ ʢ݅øĀĀù೥øù݄øÿ೔Ȃù÷ùù೥ ü݄øù೔ɿϤϛμεྺ࢙ؗʣɺே೔৽ฉ
øÿý ʢ݅øĀĀ÷೥ þ݄øü೔Ȃù÷ùù೥øù݄øù೔ɿே೔৽ฉΫϩεϦαʔνʣɺຖ೔৽ฉùùĀ ʢ݅øĀĀú೥ ü݄ù÷೔Ȃù÷ùù೥øù݄ þ೔ɿຖࡧʣɺ೔ຊࡁܦ
৽ฉøþÿ ʢ݅øĀÿû೥ÿ݄ û೔Ȃù÷ùù೥ ü݄ ÿ೔ɿ೔ܦςϨίϯʣɺܦ࢈৽ฉùûú ʢ݅øĀĀù೥ Ā݄þ೔Ȃù÷ùù೥øù݄ø೔ܦ࢈�৽ฉσʔλϕʔεʣ

（辞典項目執筆）
1 「交通権」「イリッチ」「シューマッハー」 単著 1998・2013年 『経済学辞典』第 3 版・第 5 版，有斐閣

2 「事故対策の現状―鉄道事故」 単著 2011年 『交通経済ハンドブック』日本交通学会，白桃
書房

3 「鉄道事故」 単著 2018年 5 月 『日本大百科全書』（ニッポニカ）小学館
（委託研究）＊研究分担は除き単独又は研究代表のみ

1 「日本の大都市圏の都市鉄道―東京
ならびに大阪大都市圏を中心に―」 単独 2000年 5 月－

2000年12月
韓国・ソウル市政開発研究院（Seoul Develop-
ment Institute）

2 「日本の鉄道交通市場に関する調査研究」 代表 2007年 4 月－
2007年10月 韓国鉄道技術研究院

3 「混在交通下の運転適性診断のあり方」 代表 2019年 6 月－
2019年12月 独立行政法人自動事故対策機構

4 「混在交通下の事業用自動車運転者を
取り巻く環境シナリオ等に関する研究」 代表 2020年 4 月－

2021年 3 月 独立行政法人自動事故対策機構
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以下，フリー記入
ʤॴଐֶձʥ

ެӹࣄ業ֶձʢཧࣄɾݩ෭ձ௕ɾݩձ௕ʣɼࣦഊֶձʢཧࣄʣɼ೔ຊަ௨ֶձʢݩධٞһʣɼަ௨ֶݖձʢݩཧࣄɾࣄݩ຿ہ௕ʣɼమಓ
ֶ࢙ձɼ೔ຊϦεΫϚωδϝϯτֶձɼ೔ຊ安શֶ教ҭ研究ձ

ʤաڈͷॴଐֶձʥ

೔ຊܦӦֶձʢࣄװݩʣɼൺֱܦӦֶձʢࣄװݩʣɼ೔෹ܦӦֶձɼࣾձֶ࢙ࡁܦձɼେࣗࡕ治ମ໰୊研究ॴʢݩධٞһʣ

ʤؔ੢େֶʹ͓͚Δओͳ໾৬ʥ

কདྷߏ૝ܭըҕһձҕһ௕ɼྲྀަࡍࠃηϯλʔॴ௕ɼ঎ֶ部௕୅ཧɼࣾձ安શֶ部௕ɼ෭ֶ௕ɼධٞһɼཧࣄ

ʤաڈͷओͳࣾձత׆ಈʥ

⿟ެతؔػ
೔ຊֶज़ձٞܦӦ৘ใ研究࿈བྷҕһʢୈøùظɾୈøúظʣɼେۚࢢࢁڱࡕ߶Ӻपลަ௨όϦΞϑϦʔԽݕ౼ҕһձձ௕ɼେࡕ஍ҬλΫγʔ
ڱࡕձҕһɼେٞڠޢຽอࠃࢢҕһձҕһɼՏ಺௕໺ྲྀަࡍࠃେֶஂମ࿈߹ձཱࢲ໰ҕһɼ೔ຊࢾ֎మಓ研究Ӄւࠃձҕһɼؖٞڠ
ӡـ৹ٞձ཮্ަ௨෼Պձࣗಈंަ௨部ձྟ࣌ҕһɼۙࡦձձ௕ɼަ௨੓ٞڠఆࡦ૝ߏຊجӺपล஍۠ަ௨౳όϦΞϑϦʔࢁڱࢢࢁ
༌ہେࢢࡕҬަ௨ݍλΫγʔಛఆ஍Ҭٞڠձձ௕ɼ౦๺ӡ༌ہઋ୆ࢢλΫγʔࣄ業దਖ਼Խੑ׆Խٞڠձ࠲௕ɼۙـӡ༌ژہ౎ࢢҬަ
௨ݍλΫγʔಛఆ஍Ҭٞڠձҕһɼӡ༌安શҕһձ෱஌ࢁઢ୤ઢނࣄௐࠪใࠂॻʹؔΘΔূݕϝϯόʔ࠲௕ɼେࡕ෎஍ํಠཱߦ੓๏ਓ
ධՁҕһձҕһ௕ɼେࡕ෎ిࣗؾಈंλΫγʔಋೖࣄ業අิॿۚަ෇৹ࠪձҕһ௕ɼେࡕ෎ిࣗؾಈंλΫγʔීࣄൃܒٴ業ɾ࣮ࣄࢪ
業ऀબఆҕһձҕһ௕ɼ౦ྗిژ෱ౡୈҰిൃྗࢠݪॴނࣄௐࠪɾূݕҕһձٕज़ސ໰ɼӡ༌安શҕһձ業຿վળ༗ࣝऀձٞ࠲௕ɼ
ফඅऀ安શௐࠪҕһձྟ࣌ҕһɼେࡕ෎ެཱେֶ๏ਓେࡕ෎ཱେֶධՁҕһձҕһ௕ɼࠃ౔ަ௨লӡ༌安શ੓ࡦ研究ձҕһɼઋ୆ࢢ
λΫγʔಛఆ஍Ҭٞڠձձ௕ɼେࢢࡕҬλΫγʔಛఆ஍Ҭٞڠձձ௕ɼࠃ౔ަ௨লܰҪ୔εΩʔόεނࣄରݕࡦ౼ҕһձҕһɼࠃ౔ަ
௨লަ௨੓ࡦ৹ٞձྟ࣌ҕһ
⿟ຽؒا業౳
మಓ安શਪਐձٞ෭ձ௕ɼେࣗࡕ治ମ໰୊研究ॴධٞһɼύϩϚ޻業ୈऀࡾҕһձҕһ௕ɼ੢೔ຊཱྀ٬మಓࣜגձࣾɾ安શਪਐ༗ࣝ
ऀձٞҕһɼ+3੢೔ຊ͋Μ͠Μࣾձஂࡒධٞһɼྗࢠݪ安શਪਐڠձɾྗࢠݪ๷܇ࡂ࿅ݕ౼ҕһձҕһɼେࡕλΫγʔηϯλʔධٞһɼ
େࡕΠϯλʔφγϣφϧλΫγʔ૑ઃҕһձҕһɼؔ੢ిྗྗࢠݪ安શূݕҕһձҕһɼ೔௨૯߹研究ॴɾ&6ॾࠃʹ͓͚Δࣗಈंӡసऀ
ͷ๏ٴ੍نͼ࣮ଶʹؔ͢Δௐࠪ研究ҕһձҕһʢްੜ࿑ಇলҕୗࣄ業ʣɼ౦ژ஍ԼమࣜגձࣾɾϕϏʔΧʔҾ͖੆Γൃ࠶ނࣄ๷ࢭରࡦਪ
ਐҕһձҕһɼେࡕλΫγʔηϯλʔ໾һධՁҕһձҕһ௕ɼ੢೔ຊཱྀ٬మಓࣜגձࣾɾ৽װઢॏେΠϯγσϯτʹ܎Δ༗ࣝऀձٞ࠲௕

ʤࡏݱͷࣾձత׆ಈʥ

ઋ୆ࢢλΫγʔ४ಛఆ஍Ҭٞڠձձ௕ɼࣄ業༻ࣗಈंނࣄௐࠪҕһձҕһɼτϥοΫ༌ૹʹ͓͚ΔऔҾڥ؀ɾ࿑ಇ࣌ؒվળେࡕ෎஍ํ
ҕһձҕһɼؔ੢େ౼ݕश業຿ߨಋࢦߏػࡦରނࣄϑΥϩʔΞοϓձٞҕһɼࣗಈंނࣄ౔ަ௨লɾܰҪ୔εΩʔόεࠃձձ௕ɼٞڠ
ֶධٞһɼ౦ژ஍ԼమࣜגձࣾɾീஸງӺ͓ݟ٬༷ൃ஗Εʹؔ͢Δൃ࠶๷ࢭରࡦਪਐҕһձҕһ௕ɼࠃ౔ަ௨লɾ஌চ༡ཡધނࣄରࡦ
ӦΞυόΠβʔܦձࣾࣜגҕһձҕһɼશୠόε౼ݕ

ʤࠃձ౳ͷߟࢀਓɾެड़ਓʥ

1 参考人 1984年 8 月 3 日 ͼిٴձࣾ๏ࣜגͼ೔ຊి৴ి࿩ٴ業๏Ҋࣄࣄ௨৴ؾձࣾ๏ҊɼిࣜגӃచ৴ҕһձʮ೔ຊి৴ి࿩ٞࢀ
๏཯ͷ੔උ౳ʹؔ͢Δ๏཯Ҋʹ͍ͭͯʯ܎൐͏ؔʹߦࢪ൐͏ؔ࿈๏ͷʹߦࢪ業๏ͷࣄ௨৴ؾ

2 参考人 1992年 1 月16日 ਆࢢށձߓ࿷ަ௨ҕһձʮਆߓۭށʹ͍ͭͯʯ

3 公述人 2006年 2 月 1 日 ʯ͍ͯͭʹނࣄઢʹ͓͚Δྻं୤ઢࢁձࣾ෱஌ࣜגௌऔձʮ੢೔ຊཱྀ٬మಓݟௐࠪҕһձҙނࣄɾమಓۭߤ

4 参考人 2006年 3 月 8 日 ऺٞӃࠃ౔ަ௨ҕһձʮӡ༌ͷ安શੑͷ্޲ͷͨΊͷమಓࣄ業๏౳ͷҰ部Λվਖ਼͢Δ๏཯Ҋʹ͍ͭͯʯ

5 参考人 2012年 5 月18日 ऺٞӃࠃ౔ަ௨ҕһձʮࠃ౔ަ௨ߦ੓ͷجຊࡦࢪʹؔ͢Δ݅ɼಛʹόεࣄ業౳ͷ͋Γํʹ͍ͭͯʯ




